
－・1970　　July－

ッ　ー　′．

・‘61

、　　ノ

第　9　号

鹿児島大学生物研究会



次

○渡瀬線のこと 平　田　趣　准

○琉球地史とカざキリムシ科分布比較研究・…　……槙　原　　寛

0琉球列島天牛科採集眉録

°粟野岳夏劾合宿蛾頬採集報告

0東野岳夏期鎗触顛採集報告

°粟野岳夏劾合宿甲頗採集報告

楓　原　　　寛

坂：根　仲　樹

青　倉　成　治

坂　元　幸　一

○琉球列島ゴミムシダマツ科採集日録・・…　　　‥・・・槙　原　　寛

0編　集　後　記 112



滅∴油日感　の　こ　と

平　田　国　雄

日本は動物地理学上屋久島以ヒの旧北区とトカラ諸島の小宝島以南の東洋区とに分

たれる。・日本におけるこの両分布区の境界線は渡瀬腺と呼ばれているカも　この名称は

陶田頚一郎（1924）が日本生物地理学会初代会頭渡瀬庄三郎の名をとって命名し

たものである。簡的はこむ時．種子島，屋久島以北を旧北区に，奄美大島以南を東洋

区に属せしめたが，その後i永井亀彦（1928）が宝島と小宝島とにハブの1種ト

カラバ∴7‘奇産することを明らかにし，さらに牧茂市郎（1933）が宝島にアマミア

オヘビを産することを確認し　東洋区の限界菅小宝島まで拡大して，現在に至ってい

る0

屋久島と奄美大島の生物梱陀ついては，古くから多くの報告があれ　そのゆたかさ

が明らかにされているが，トカラの島々については，こく断片的をものがあるだけで

ある。そして常にこれらの島々の生物相の貧弱なことが伝えられている。然しながら，

この貧弱なものは貧弱夜をクに，亡にかく実相が明らかにされねばならない。聞くと

こによれる£　今夏の生研合同調査は屋久島を対象として行なわれる由である。この島

は旧北区南端の特色ある島であク，最近は白熱保該の対象として，社会の注目をあつ

めたことでもあるから＿，諸君が自らの員でその実絵を見　事にふれることは，非常に

大事なことであるが，さらに両の′」、さ夜島々云貧しい生物相のことも忘れず，将来の

調査計由に細りこんてほしい。北から□永良都島，□之島　中ノ島　臥蛇島　平島

諏訪瀬島　ハ・去石島と並べても7つの島がある。これに北方の竹島　硫黄島　窯島と南

方の宝島と′」、宝島と蟹加えれば12の島である。2～3恵にわかれて，3年間位継続

詭査怒行なえば，地味ではあるが，非常に価値のある成果が偽られるのではなのか。

生衝は多奴のメンバーを持っているし，この種も調査には最適の研究団体である。諸

君の努力によって，渡海腺の芙体が明薙こなる日を期待している。

（鹿児島大学理学部生初学教授）
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琉球地史とカミキリムシ科分布比超研究

槙　原　　　寛

I　緒　　　口

琉球地史払　ハブ属ル分布から半沢（1935），高良鉄夫（1962）によタ，かなり明らか

にされてお少，他にも別の観点からの地史的考察が行なわれてお少，それらの資料をもとにした琉

球地史と甲盟の内で，琉球に於レ1て，よく分類されているカミキリムシ科甲虫の分布状態を調べ比

較検討智行亮：ってみたいと思う。

これは，まだ不完全で，しかも，かなりのミスがあるのでをのかと思われるので，これを読んで，

何か，お気づきの方は，どしどし訂jら　御指導を，お敬いしたい。

なお，本文をまとめるに当り，日頃，研究御指導いただいている当害虫学教室の永富　昭博士，

湯川淳一！＿櫛下町鉦敏三先生および林業試験場九州支場保護部の森本　桂博士に感謝の意を表する

と共に，資料．標本等てお世話になった木元新作博も　平出包雄博士，野村　鋲氏，野村好之氏，

高良鉄夫博士に深く感謝する。

皿　琉球地史穏略

現在まで調べた資料を総合して琉球地史を成立臓に，図解すると篇3凶叫譲姥∵なるo

A…・・琉球列島は大陸の一部であった。（凱生代貌三期以前）

B…・・一琉球列島は陸椋によって大陸と連絡さ才していたが，この頃にはトカラ海峡が存在していた。

（麹三期中頃）

C……坑球列島レうち，最初に，奄美大島，押紙が大陸から分虹した。

D・…・・海夜が起タ，虹帝群島の大部分，宝島．奄美大島（請，加計呂鯨，与路等を含む。」，徳

之島　伊平屋，伊江，沖純島，渡名喜島「慶良腕列島　石垣島　西表島，小浜島が細面に突

出し　各々，小島と夜っ7こ。（琉球其の

E……陸地の上昇が起ク，奄美群島と沖絶島は，各々，大きな島となり，又，先島計島も他の1

つの大きな島となった。（後琉球期ノ

F‥・＝僅地む沈降があれ塩辛部は由となの隆起珊瑚敏は各三貴品から分組した。（国頭期）

G……地蔵の変動が起タ，海は二起き一部の島は再び陸梧腔：よって連細された。t後国政期）

その後，起った最近20mの沈降によ少琉球列島は今日の板を状態となった。

（トカラ列畠は成立が最も新しいと思われ，正確を所，不明なむて特に記さなかった。ノ

以上，述べたのが琉球地史概略であるが，一応，これに従って，これから後に述べる定量分析，

分布間送につのて比較研究虻行う。

∬　琉球列島の気候，海流，位壷，地形

参描列島に九州と台湾との尚に介在し，南北に延びる孤島であ少，これを区分して睦南群島，ト
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カラ列島　奄莫群島，沖確群島，宮古群島　八重山群島とする。

1．大隅群　一

本群臨　種子島　馬毛島　屋久島等を含み，九州の南方，奄美大島の北方に，点在する。種子

島は馬毛島および屋久島とは，水深60mおよび50mの浅海で隔てられている。

2．トキラ群

本熟ま，火山列島よカを少，大隅群か‾よひトガラ海峡’の西方に位する。

硫黄島，ロ之永良部品　諏訪之瀬島等は，活火山であるカも．‘その他は，活動していない。

宝島および小宝島は，1007柁以浅む海中に存在し，奄美大島および屋久島等とは．全然独立

したものである0

本群に属するもむは，前列に竹島，口之永良部品　口之島　中之島，諏訪之瀬島　悪石島　宝

島　小宝島，上之根島　根当島等の夕も　中之曾根，平瀬等の海碇がある。中タぬ硫黄島　小臥蛇

島平島等の他　多くの海礁があり，内列は，臥蛇島と数ヶ所の海礁とから成る。屋久島　奄美

大島の尚にあるトカラ海峡は最深部2，0007花に達し，西方に到るに従って浅く，本群島の周囲

では1，000m又は，それよタ浅くなってレつる。

3．大島群

∴奄美大島および，．そむ付近の諸島即ち，喜界島，徳之島，与論島　沖永良部島等を含む。

4．沖縄群

久米島，渡名喜島．慶良問野島　慶伊三興等を含む，伊平屋島と沖縄本島とは300mの海で

隔てられている。

5．宮古群

沖縄島こは，1，0007花の深海で隔仇　二群に分けらるム即ち，第一群払　宮古島　伊良部島

下地島，来聞島および池閲島を含み，第二諭は，多良輸島および，水縮島を含む・

6．八重山群

宮古葺とは400′花の珠さ山海で偏る。本群に含まれるものは石垣島竹富島，黒鳥　嘉煽真

島，鳩間島，新城島し上地，下地），汲照尚島等である。仲之神島は無人島で，これらの島とは，

300mむ深さむ海で分かれ，与都包島も同レく300mの探盲の海で隔夕，台湾と眩．800

mむ探海で分かれている。

7．大束群

大東群は，南大東島，北大東島．沖大東島から成ク，宮古島　沖縄島とは，7481mの深海

で分かれていろ。

0　気佑亘払地形は，／：r表参照

0　海　流　　　　／2

台湾東海を北上する黒猫は，尖腐列島　魚釣島村近松於いて，北東に転向し　更に，同列島中

の赤尾島付近に於いて，北方に向きを変え∴沖縄群島　奄美群島の西方を通過しもトカラ海峡

から太平浮に串てくる。これによお・気候的にかなクの影響を受け，南方系植物の種気　材木等

－　5　－



第1表　琉球列島主夏鳥の気候

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9．

T

l U 1 1 1 2 年 平 均

石 ．r

垣

島

気 困

℃
1 ＆ 0 1 8．0 1 9 ．7 2 2 ．3 2 4．9 2 7 ．2 2 8．3 2 8．0 2 7 ．0 2 4 ．6 2 2 ユ 1 9 ．4 2 3 ．3 1 8 9 7 ～ 1 9 5 6

湿 度

％ 7 7 ．0 7 8 ．0 8 0 ．0

I
1 8 2 ．0

8 4．0 8 5 ．0 8 2 ．0 8 3 ．0 8 1．0 7 7．0 7 7．0 7 7．0 8 0 ．0 1 8 9 7～ 1 9 5 6

雨 量

礼皿
1 4 4 ユ 1 2 2 2 王3 9 ．4 1 4 7．7 2 2 6 ．8 2 1 6．7 1 9 3 ．7 2 1 6 ．7 2 3 8 ．0 2 0 3 ．0 1 1 7．9 1 6 3．3

総 雨 量

2 1 8 9 ．4

1 8 9 7′、 1 9 5 6

沖

縄

島

気 温 1 6 ．1 1 6 ．0 ユ7 ．’7 2 0 ．1 2 3 ．1 2 6 ．1 2 7 王事 2 7 ．7 2 6．6 2 3 ．9 2 0 β 1 7．7 2 2 ．0 1 8 9 1～ 1 9 4 0

湿 度 7 5 ．0 7 5 ．0 7 7 ．0 8 U ．0 8 3．0 8 6 （） 8 2 ．0

1 8 8 ．5

8 3 ．0 8 2 ．0 7 8 ．0 7 5 月 7 3．0 7 9：0 1 8 9 1～ 1 9 4 0

雨 量 1 3 0 月 1 3 0 ．0 1 6 1ユ 1 5 7 ．0 2 5 3．5 2 6 9 ．0 2 6 5 ．5 1 8 2 ．9

I

i1 6 。．6

1 3 4 ．4 1 0 5 ．2

総 雨 量

2 1 4 2 ．5
1 8 9 1～ 1 9 4 0

奄

美

　　（

名

瀬

　　）

気 温 1 4 3 1 4 3 1 6 ．2 1 9 ．1 2 1．8 2 5 ．0 2 7 ．4 2 7．3 2 5 9 2 2 7 1 9 ．4 1 6．2 2 0 ．8 1 8 9 7 － 1 9 5 5

湿 度 7 3 ．0 7 3．3 7 3．4 7 6 ．6 7 9 ．5 8 1 ．6 ． 8 0．5 8 1．7 8 0 ．8 7 6 3 7 3 ．9 7 2 ．1 7 6 9 1 8 9 7 ～ 1 9 5 5

雨 量 1 8 8 4 1 9 5 6 2 2 1．0 2 3 6 ．4 3 4 5．5 4 2 6 ．6 2 5 1 ．2 3 0 7 ．4 2 7 0 3 2 7 2．8 2 2 4 ．1 1 7 4．9

総　 雨 量

3 1 4 4 ．2

1 8 9 7～ 1 9 5 5

屋「

冬 ・

畠

気 温 1 0 ．5 1 0 9 1 4 月 1 6 ．8 2 0 ．4 2 3 ．9 2 7 ．2 2 7 ．1 2 5 ．3 2 1．7 ． 1 7 4． 1 3 ．2 1 9．0 1 9 2 6～ 1 9 4 5

湿 捉 6 9 ．2 6 9．3 7 0 ユ 7 0 ．6 ． 7 息 4 ． 7 9 ．6 7 ．鼠3 桓 3 7 7 5 7 5．6 7 1．7 ・ 7 0．7 ．7 4 ．0 1 9 3 秒－1 9 4 5

雨 量 1 6 5 ．0 ．1 7 2．3

I

2 0 0 ．2 2 4 2 ．1 ． 3 3 5 ．3 5 7 1 ．6 2 9 8 ．2 4 6 1．2 3 4 2．9 3 9 3 ．7 1 6 1 ．9 1 6 9 ．6

総 雨 量

3 5 1 4 ．0

1 9 2 6～ 1 9 4 5

0
拍
舘
野
伊
や
舟
へ
舟
5
0



第2衷　琉球列島主要島位置，地形（0印…樹相の豊富を島J

島　　　　 名
i 位　 置

海 岸 線 総 延 長
l 面　　 積 ！最 高 輝 高

l

D 屋　　 久　　 島
N　 3 0 0 1 8 ′

E 1 3 0 0　 3 0 ′

l　　　　　　　　 l

1 0 0 ・0 （‰ ） 十 3 9 ・3 7 （唖 五 9 3 5 （m ）
！

0 種　　 子　　 島
N　 3 0 8　 3 5 ′

E 1 3 1 0　 0 0 ′
1 4 0．0 4 4 7 ．0 0 2 3 8

D l、カ ラ 中 之 島
N　 2 9 ロ　5 1 ′

E 1 2 9 c　 5 0 ′
2 8．0 4

I
l

！ 2 7 ．5 5　 上 。。 2

ト　カ　 ラ　 宝 島

iN　 2 9 q o 8 ′

E 1 2 9 0 1 3 ′
1 2 ．1 2 5 ．9 4

l

2 8 9

0 奄　 美　 大　 島

恒　 2 8 C 2 3 ′

iE 1 2 9 0 3 0 ′
十 －

5 8 0．0

8 7 3 0

l
i 6 7 3

0 徳　　 之　　 島
N　 2 7 q　 4 4 ′

E 1 2 8 0　 5 7 ′
8 4 ，0 2 5 0 0 6　4 5

沖 永 良 部 島
N　 2 7 し　2 4 ′

E 1 2 8 0　3 6 ′
5 1．0 9 3 0 2 4 5

・与　　 論　　 島

N　 2 7 0　d 9 ′

E 1 2 8 0　 2 6 ′
2 3 ．0

l

2 2 0 9 4

0 沖　　 縄　　 島
N　 2 6 日　3 0 ′

E 1 2 8 0　 0 0 ′
4　3 5 ．9 1 2 5 6 ．9 5 0 3

宮　　 古　　 島
N　 2 4 0　4 5 ′

E 1 2 5 0　 2 0 ′
1 0 2 ．9 1 4 7．9 1 9 8

0 石　　 垣　　 島
N　 2 4 0　2 5 ′

E 1 2 4 0 1 0′
8 9 ．9 2 5 8 ．3 5 2 6

0 西　　 表　　 島
N　 2 4 0　 2 0′

E 1 2 3 0　 5 0′
7 7．0 3 2 1．9 4 7　0

0 与　 郡　 匡l 島
N　 2 4 0　 2 8 ′

E 1 2 3 0　 0 0 ′
2 7．5 3 0 ．9 2 3 1

Ⅳ　琉球列島天牛相定遥分析

Some quantitative analysis on the CeranbycicL falina Of the

hyukyu ArChipelago．

これは，木元し1967）と，ほほ同様の操作を行なったものである。

1．充球列島天牛リスト（貌3表）

Tabl．3　Alist of tfle Cerabycid species occurringin tfle

fiyukyu Arcnipelago．
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Macrotoma
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Megopis
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nipponica

Sl nl ca
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斗転
子
序
A

ト
B
奄
美
徳呼
水

、0
l
！

I
l

C〉

1 l

l
I
！
！！

○

○ll

i

沖 宮

SCOtOdes

dissimilis

hirayamai

Parastrangalis

Iateristriata

Leptura

yakushirrnna

OchrとICeOfasciata yokoyamai

a汀1aml ana

arr旭miana watanabei

aethiops

arcuata tSumagurohana

Nakanea

VI Ca rlna

Macroleptura

regaIis

Paranaspia

COCCOl nea

anaspidoiQeS

Strangalia

gracilis

打紐ruOkai

Mimostrangalia

kurosoensIS

dulcis

longlCOrnis

Ephies

JapOnicus

Okinawanus

Pomosopyrrhona

Sa tOi

Necydalis

formosana niimurai

0　0　　0　　0
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2．資料　Malerial

第l表は下記の資料と鹿児島大学農学部害虫学教室所蔵標本，箋者餌有標本及び野村好之氏

（北九州昆虫趣味の会）の標本並びに野村氏の正確を情報に依り作成巨柊ものである。

林　匡天　1951：日本及びその近隣の天牛類の研究（1），昆虫学評録．第5巻，第2号，

75～82頁

1956：屋久島からの天牛知，昆虫学評論，第7巻，貌1号，11～15真

1956：日本及びその近隣の天牛類の研究（5），昆虫学評論，第7巻，第2号，

39～41頁

1957：日本及びその近隣の天牛知の研究（8），良虫学評論　第8巻，第2号，

45一一48頁

1959：日本及びその近隣の天牛類の研究（10ら　昆虫学評論　貪10巻，缶2

号，55～33頁

・－　ユコトJC：霊球誌P▼の天午這　昆亡羊評論，籠11着，盆1号，21～29頁

エコ（i三：日言及ひそrlj迂炭の天草裏の研究（13），昆虫学評論，第13巻，弟1
l＿1

号，2ユ～ニノ5頁

t－－一一＋：iジC二：竃芙大書からの天牛頴，昆虫学評論，害13巻，競．2号，35～46頁

ユ962：乞曇大島からの天牛讃（2），昆虫学評言範　就14巻，飴1号，8～18

頁

1962：奄美大島からの天牛類（3ら昆虫学評面ト第14巻，第2号，3き－41頁

1962：琉球諸島の天牛類（1），昆虫学辞表も　舞15巻，免1号，1～8頁

1963：琉球諸島の天牛類（2），昆虫学評論．第15巻，第2号，50～55東

1963：琉球諸島の天年数（3），昆虫学評論　第16巻，象1号，10～16真
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中根猛彦，大林一天，野村　鎖，黒沢良彦1963：原色昆虫大図鑑（I）

坂元久米雄，鳴　洪　1964：度児島操のカミキリムシ

林　匡克　野村英世1964：八重山群島波照間島の天牛鵜　昆虫学評論，第17塩，第2号，

67、6台頁

林　匡夫1965：日本のかみき少むし（7），昆虫学評論　第18亀　第1焉　26～36貢

京浜昆虫同好会1965：トカラ諸島以南のカミキリ，新しい昆虫採集（下），449～482

頁

横山　創1966：琉球及び薩南諸島の天牛（1），‘昆虫学評論，第18葛．第2号　54～

59頁

林　巨大1966：日本のかみきりむし（8），昆虫学評論．第18巻，第2号，63～72貢

・1968：日本及びその近隣の天午類の研究（15），昆虫学評論．第20観　象1，

2号，20～28頁

一　　　　1968：日本及びその近隣の天牛類の研究（・16），昆虫学評穐第21為　第2

号，11～18頁

′」、島圭三，林　匡夫1969：原色日本昆虫生態図鑑（日カミ＿キリ編

舞茸表の屋久は屋久島嘩同様にして，種子→種子島，トA→トヵラ列島Aグループ，トB→ト

カラ列島Bグループ，奄美→奄美大島　徳之っ徳之島，沖永→沖永良部島　沖縄→沖縄島，宮古

一定宮古島　石垣→石垣島，西表→西表島与郵→与那国島の略である。

但し，トカラAグループとは，この場合，口之島，中之島　諏訪之瀬島，臥蛇島　平島，悪石

島及び□之永良部島をも含めたグループでし主として口之鼠　中之島の材料に依った），トカラ

おグループとは，宝島，小宝島のグループである。（この場合，横当馬　上之横島は，資料不足

によタ，どちらとも含めなかった。）これは，アダンの北限とハブの分布という撃ユタ考えて，

分けてみたものである。

叉，西表島には波照間島をも含めているので御了承願のたい。

詰月表の中でSp　7とした種は，聾者が箋者個人の標本より別種であろうと判断したが，正確

な断定を下しかねる穂である。Sp Cだけした粗略，恐らく未記録穏ないしは新種であろうと判

断した怨である。又，分布表の中に了をつけた種は，戌大の短本，文献に確かを判断が下せなか

った種である。これらの種を含めて計算した絵巣は，あまク変わらをい為　これらを含めて計算

を行なった。この表の中でも，訂正を加えられる種が，幾つかあると思われる。

聾者個人の勉強不足と資料不足によれ　貪3表程度むも・のしか出来をかったが，この表を見て

何かお気付きの点，不備な点があれば，どしどし御指摘舶いたい。
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3．動物相比較指数

Indices used for the COmparison of faunas

A．次にこれから示す2つの指数について述べる。

（H Nbmura－Simpson，s Coefficient（NSC）

e

NSC＝盲，α＞4・・畦NSC≦1

αと如2地域の各々の種軌　c這2地域の共通種数

この指数は，1939年，1940年に野村健一博士によってStandard Common

Ratioとしそ提唱された。過去VC同じ指数が独立してG．G．Simpsonによって1943

年に紹介され，そして，1964年にI由gIT紀ierとStultzによ少Simpon′s Coef－

ficientと名づけられている。その後，Simpson′s Coefficientの名は北米哺

乳動物相に於ける幾つかの仕事に使用され，この指数の名按よく知られるようになった。

木元新作博士はStandard Common Ratioの代Dにこの指数をNc灯】一ura－

Simpsorl，s Coefficientとした方が望ましいとしている。

（2JIhrmonityIndeX Of Genera HHG）
q〇

2‡ン杭・‾鵜i
しご1

疋さ十∑花呈）N－・N2

二、0

∑軽薔㌢∵∑示
∴　‾∴‥

cつ

二二∴・
L＝／

〈J
二月

0≦C汀封

こ）く〕

∑（甑）2
とこr

（付2）2

NlとNzは2地域の各々の種執れi　とえ2とは各地域のi番目の属の踵叡

C汀の数値は2地奴が全く同じ動物相の時Klと在るし，2地域に共通属がいない時には

Uとなるo

C花公式では，変化指数として∑が　が用いらrしている。

C打公式は次に示すC入公式を木元新作博士が変形したものである。

′ト

し∧＝

入′＝

lこす．

．〕㌧　′．．こ
ここ／

（入一十大2）鯨兢

c〃

三第．こ（九⊥「り
（＝1

作（現－！）　　，
八2＝

∂　≦C2≦】（±）

亡′3

；・′・・∴　′・．．．・
ヱ芸J

・／丞（破一月
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Table．4　Nurriber of specieS and number of genus byislands．

tヱ∴　＿二．‘1・・ 2 3 ． 4 5
1 6 7 ．8 ．．＿應 1 ．ご・必・ －3 日 亀・・5・・こ 6 了ト ；虚こ：総 計

屋　 久　 島 6 4 王3 ：．3 44 0 が0 1 0 應0 涌蕗 6 4 2 6 こて9 1 6 ．，0 JJO ‘．′0 し0 l 寧2

＿種　 子　 島 3 9 ‘6 a ・1 ． 戌 8 0 軌 5 2 3 9 ユ詔 1こ2 二歳 lカ 0 β β 二∫7

トカ　ラ　A 2 6 4 2 ユ β
I

0 し0 rO 3 3 ．2 ．6 」6 ．、§ ・4 10 0 0
I

0 4 4

ト　カ ラ　 B 8 1 1 0 0 0 0． 0 1 0 8 2 3 0 0 0 0 0 1 3

奄 美 大　 島 6 1 1 5 3 1 0 1 0 1‾．8 台 6 1 3 0 料 4 0 6 0 8 1 1 8

沖 永良部島 1 云 ．＿3 1 1 1 0 0 0 2 1 1 5 6 3 4 5 0 0 0 3 3

沖　 縫　 畠 3 8 3 5 1 0 2 1 0 5 0 3 8 6 1 5 4 0 1 2 7 0 8 2

宮　 古　 一島 1 2 2 2 0 0 0 0 0 1 6 1 2 4 6 0 －ニ 0 0 0 0 2 2

石　 垣　 島 4 5 ’ 5 4 3 0 0 0 0 5 7 4 5 1 0 1 2 1 2 0 0 0 ：0 7 9

西　 表　 島 4 1 5 4 0 2 1 0 0

l

5 3 4 1 1 0 1 2 0 1 0 二6 0 0 7 9

一与 郵 包 島 2 0 ’1 4 0 0 0 0 0 i 2 占 2 0 2 1 2 0 0 0 0 1 0 3 4

タ 1 タZ タコ ダ4 タ5 タ6 タ7 タ8 G れ
1

花
2－

礼▼3 れ
4

礼5 71
6

れ7
九．

8
I寸

Ihmber of species be10nging to one genus．

Tdial number of genus occurriIlginislands．

Total Enumber of species occurriIlginislands．
Cく〉　　　　　　　00

G＝t≡1ダー・N＝Em，ルーニトタtt＝1

Table．5　FiguJeS・Of N（1－Pt）calculated from Table　4．

♪≠＝

（花汁れZ十…ルf）

CX⊃

N：Total number of species occurringinisland，N＝こnt
l＝＝1

t＿‾ ・二°：0 1 2 3 4 5
l

6 7
苧 1

屋　 久　 島 1 2 2 5 8 3 2 2 3 7 7 7 0 　 0　＿

輝　 子　 島 ．7 7 3 8 2 6 4 0 0 i　 O 0 0

ト：カ　ラ　A 4 4 1 8 1 0 4 1 0 0 0 0 0

ト　カ　ラ　B 1 3 5 3 0 0 0 1　 0 0 l ‾、‘0

奄 美大 島 1 1 8 こ　5 7 2 7 1 8 1 4 1 4
l

8 8 0

沖永良部島 3 3 王8 1 2
！ 9

5 0 0 0 0

沖′．維　 島 8 2 4 4 －3 8 2 3 1 9 1＿9 1 ニ7 ∴0 0

宮　 古　 島 2 ＿2 1 0 6！－ 0 b‾－ ‘0 0 0 0

石　 垣　 島 7 ら1 3 4 2 4 1 2 0 0 0 0 0

西　 表　 島 7 9 3 8 2 8 1 6 1 6 6 0 0 0

与郵国 鳥 3 4 1 4 1 2 0 0 0 0 0 0
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Fig　3．Reldtion between number of species and of generalnislanqs．

プ＝logN（卜Pt），Pt＝志（花1十れ2十………tJ

t；number of species belongirlg tO One genuS．

屋久島　　2。i　種子島

●　●　●

トカラB

012　3　4　5　6　7　8　　012　3　4　5　6　7　　012　3　4　5　6　7　　012　3　4　5　6　7　8

奄美大島

●　●

●　　●

押水良部 宮古島

0　1　2　3　4　5　6　7　8　　　0　1　Z　3　4　　5　6　7　　　0　1　2　3　4　5　6　7　呂r U　1　2　3　4　5　6　7　8



B．各島に於ける種数と属数との関係

各島に於ける種数と属数との関係を示す為に第4表ユタ第5表を作り，それをもとに，対数

を用い，作成したものが第3図である。

012　3　4　5　6　7　8　　　01　2　3　4　5－　6　7　　　り12　3　4　5　6　7　8

N：ATotaI number of species．pof eacnisland・

nt：TbtaI number of specleS belorlglrlg t．O gepnera Which ar誓

言onsIst、ed by巨Sp。。1。S．
Clbtここt・ダー）
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Table．6　Number of common species betweenislands．

屋 久 島

種 子　島 6 3

トカラA 2 6 2 8

トカラB 1 1 1 1 1 3

奄美大島 4　9 3 8 3 8 1 2

沖永良部島 1 8 1 7 1 7 8 2 4

沖 縄 島 3　0 2 6 2 4 9 5 5 2．5

宮 古 島 1 1 1 0 1 1 7 ：1 8 1 4 1 9

石 垣∴島 2 4 2 0 1 8 9 3 6 1 6 3 4 1 9

西 表 島 2 3 2 0 1 7 8　∴ 3 1 1 8 3 6 1 9
6 0 l

与那国島 1 4 1 2 1 2 8 ，．．＿1 良二 ∴’甘之 ． 2 0 ．・ 1・4　－ ．・＿・2 ．．4　こ 、‘．こ．2 7 ．．

屋　久 島 種　子 島 トカラA トカラB 奄美大島 沖永良部 沖 1縄
l

宮 古 島 石 垣　島 西 表 島

Table．7　FigqlreS Of Nq揮ura－Simpson′s Coefficient（NSC）betweenislands．

屋　久　島

種子島 0．818

トカヲA 0．59　0 0．636

トカヲB 0．846 0．846 1．00

奄美大島 0．415 0．4　93 0．681 0．923

沖永良部島0．545 0．515 0．515 0．6．15 0：727

沖縄島 0．365 0．337 0．545 0．6‘9　2 0．－670 0．7 58

宮古　島 0．500 0．454 0．500 0．5・38 0．818 0．63 6 0．863

石垣　島 0．304 0．259 0．409 0．6‾タ2ノ0．456 0．4 84 0．430 0．863

西表島 0．291 0．259 0．386 0．615‘0．392 0．5 45 0．455 0．863 0．759

与那国島 0．411 0．353 0．353 0．615 0．529 0．363 0．588 0．6316 0．705 0．794

屋久島種子島 トカラA トカラB 奄美大島舶 鼠沖　縄　島宮古島石垣　島西表島与那国島

＿．．．＿．＿　」



4ニ」転果　Results

前に表わした表に基づき，島と島との共通種数を示すと，第6表の様になる。

これに基づき，NSC数値を表わすと，第7表の様になる。

A．NomuraJSSinBDrl，s Co占fficient CNSC）

NSC数値の高い島だけを図示すると第4回の樋になる。

fllg．4　NSC－figures exceなding O．70

（Widerline．eXceeding O．80）
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お．王ねrmonity　ヱndex　つf GenerとI CfHG）

各島における，各属の短の畝を示すと第8表の様になる。第8表よ少者9表を作る。

第9表，第10表ユタHIGを計算すると第11表の横にそる。第11表よク五IG数値の

島の島の融係を凶示すると貪5図のようになる。

第8表　各島における各席の種数

屋 麗 言 l
ト 奄 沖 沖 官 石 西

I与
久 子 A B 莫 永 縄 古 垣 表 1郵 t

P a ra n d ra

2

1

1

l
l

l

1

！

1

1 1

ー　 M a c r o t onla

E u r y p o da

1

1

1

1

M e g o p i s 2 1 2

1

1

1

l

l

l

P

P r i o n u s 1 1

1

1

2

1

1

P se p h a c t u s 1

D i s t e n ia 1

C a ．r a p h i a 1

P y r r上10 n a 1

A n o p lo d e r a 1

M a r tn a l e p t u ra 1

4

2

1

P a r a s t ra n g a l i s

L e p t u ra

巨

！

Nakanea

Macroleptura

Paranaspia

Strangalia

Mimostrangalia

Ephies

Formosopyrrl10na

Necydalis

Spondylis

Cephalallus

Comusia

Nortia

Zoodes

Mallambyx

Margites

l

 

l

 

l
2

　

1

　

　

　

1

　

ュ

　

1



屋

久

j種 】

子
♪
A l

ト
B

奄

美

呼

水

沖

縄

宮

古

石

垣

西

表

与

郡

D y n a s i u s

1

2

i
i

！

2

1

1

3

1

1

1

5

ユ

4　－

1

1 1

2

1

・寧・

1

1

1

P s e u d a e o l e s t n e s
1

1

3

1

G n a t h o l e a
1

S t r om a t i u m
1 l l

i －

1

A il o t r a e u s
1 1

6

1

1

ユ

S t e n y g r i n u m 1 1

S t e n d r y a s 1 1

C e r e s i u m 3

1

▼1

2 i

3

1

1

1

4

1

1

1

3

6

1

4 ．

1

．6

P a 屯a S a l p i n a
1

P s e u d i p h r a
1

L o n g i p a l p u s
l

i 2

1．

1

1

3

1 ・1

r　S t e n n o In a l u s
1 ユ

．1

1

O b r i u m

E p a n i a

1

1－

L e p t e p a n i a
1

M o l o r c n u S
4

M e r i：o n o e d a
・I1

2

1

2

1

1

1

4

1

K u r a r u a
1

．T n r d n i u s 1

1

2

5

rr　P y r e s t b s 1 1

1

R o s a l i a

E u r y b a t u S

1

1

A c r O c y r t i d u s

C h e li d o n i u m

1

1

L 虐O n t i u m エ

C h l d r i d o l u m 1

p a l畠占0 °とa 自 id i u ln
‘1 1

ぬ l o t r e c n u s 4 1 2

P e r i s s u s 1 1

5

1

8

1 ・．

7 、－

1

こ3

C l y t u s ニ1

C y r t o c l y t u s 三1

C n l o r o p h o r u s 7

A m am i c l y t u s 1
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I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l
仁王 嬰 ♪

A

日 奄 控 沖
紬

宮 ！石
西 与

部
上≦E
久 1子 B

i
真 水 古 垣 表

D em ゐn a 革
l i t

1

5

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

4

1

1 2

1

l
l

l

1

：G r am m og r a p b u s 1

王王i r t i c l y t u s 1

A n ag ly p t u s 2

lp u r p u r i c e n u s 1

M im is t e n a ・＿・ 1

C ie o汀肥n e S

P a 王s oII肥S O S e l a

M e s o e r e i s

1

3

1

M e s o s a l

ユ

3

ユ

3

二　M ic r om u l c i b e r 1 1

B um e t o p ia 1 1

lA p om e c y n a 1

2

1

1

3

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

3

2

1

3

2

1

2

1

1

3

l

l 3

3

1 2

1

1

3

3

1

rl・M i t r o．l e r a 1

A s a p e rd a 1

1

恥 la r i o p s i s 1

N e o s y b r a 1

S y b r a 3 3

1

3

3

Sy b r o b id om a

Ip r o c a

1

1

1

1

2

l l

J
R o p i c a 3

P o tn y n e 1

1

3

1

1

1

3

1

1 3

1

1

1

1

1

1

2

1

3

1

H y ll S i a

P s 占u d o ca la m o b i u s

C 王ep tom e t o p u s

1

1A b r y n a 1

4

1

N ip h o n a 1 2 1 1 1

P t e r o lo pn i a j 3

1

4

1

5

1

3

1

E g e s in a 2

P s a cb th e a 1

血 0 3p lo p h o ra l 1 1 1 1

1

1

E u p r orIlu S

C ・e r e O p S 豆u s

1 1
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B I e p e p h a e u s

屋
久

種
子

ト
A

ト
ム

奄
美

沖
永

沖
縄

宮
古

石
垣

▼▲

1

2 こ

芸 宗 i

1 1 l

l

I

l

1

1

2

l

l

l

1

1

1

！

1　 2

iニ2

1

． U ra e c h a
1

1

Ⅹi n i c o t e le 1 1

M o n o c h a汀む S 2

4
l

l

2

4

1

I車 n oh a m m ⅢS 1

A c 云lo l ep ta 3

1

6

1

．′M im o r s i d is

B a t ？C e r a ：
l

1

1

．，l

I

l 上

‘ A p r i o n a 1

王払 o d o p i n a 1 1 1

O l en e c am p tu s 2 2 1

1 ．

1

2 l

I

l

l

1

1

1

1

1

1

Ⅹe n o le a 1 1 1 1

1

1

1

S o p h r ？n i c a 1

1

．1

1

1

1

1

1

1

P e n th i d e s 1

1

C y lin d ilIa 1

M im e c t a t i n a
1 1 1

D o iu s 1

1

1

1

1

1

1 1

1

1

1

1

D i b q na 1 1　 1

l l

l　 l

l

l

l　 l

M i c r o z o ta le

R h o p a l o s c e l i s

E h ry c l y t o s e m i a

G r a ph i d e S S a

1

1E u s e b o id e s 1

2

1

1

O s t e d e s

R o n d i b ili s

E ry s s am e Ila

1

2

M ia e n i a 2

E s to li o p s 1 1

1

1

1

1

1

1

2

1　 1

2　 1

A c a n th o c in u s

L e i o p u s

1

2

1

E x o c en t ru s 1

P a r e u t e t r ap ha

P a r a g l en e a

1

】
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屋 種 ♪ ト 奄 沖 沖 宮 石 西 与

久 子 A B 美 永 絹 古 垣 表 那

E u t e t r a p h a

P r a o l i a 1

3 2 1

1

l I

1

ニ2

1

2 ・2 1G l e n e a ．2 2

・O b e r e a ．2 2 1 1 ． ．2

l

l

1 1

E p i g l e n e a 1 王

I
ニp h y t o e c i a 1

Table．9

00

1壷（niア；nibe nlmber of species ofi－thegenqs of eacn
a rea．

屋久島梅子島 トニりラA ＿トカラb 奄　 莞河泳睾部沖　 縄
厄古踪

石直島ニ西表島瑚 陸島

（了もi ア 25 6 16 5 7（ヨ 21 2 64 77 2 32 3 8 1 49 18 3 6 0

封 ユ2 2 7‘7 ・1′
・上うニ

13 ！11 3 ’＿′’ヽし′1ノ
8 2 22 79 7：） 34

N 2 ！′1，塩ノ乍声量 1，S236 1 69 13，〇21 1，889 6ニ72受 4 8！墓6，24 1 6，24 1 1，1 56

N；Total ntlliiber of specics Of　ごとC良lSianq．
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Cズ⊃

Table・10　志711乙’7んzi；nliand nZi be number of species ofi‾rhe genus of each area・

屋 久 島

粒 子 昆 1 4 首「

8 8トカラA 9 5

トカラB 3　6 3 6 3 0

奄美大島 2 0 6 ．．　′‾　　　一二　こ：3　4 1 0 3 4 3

9 7 ‘1
沖永良部 8　ヱ I　 7 5 6 1 3 2

沖 縄 島 ニ8 ユ ユ3 9 1 0 4 く3 1 9 5 9 9

宮 古 島 4 3 1　 4 7 3 9 三9 5 8 4 ユ 6 3

石 垣　島 ヱ3 ユ ニユ3 8 0 3 3 j　 1 4 5 7 ニ～ 1 4 6 5 0

西 表 島 1 4 2 1 2 8 9 5 4 2 王6 7 9 4 1 6 4 6 1－ 1 4 8

与郵因島 ・5 ヱ 4 9 4 6 2 3 6 6 r4 0 6 8 3 云 6 4

屋　久 島 相 子 烏 巨 ヵラA トカラ蓋 奄美大島 沖永良部 沖 縄 島 宮 古 島 石垣　 島 西

Table．11　壬恵rmoIユi【y　王ndex of Genera（hIG）
Cこ1

2吾鶴　振こ
レ ・ル ‾ （∑ 吋 十三 ・浸 国 ′V 2　　 U 主し札 ± （

屋 久 島 ＿ ∴ 吾 川 ′の1　 ＿ ユ　 喜笹 ）ヱ

種 子 島 0．7 0 5

トカ ラA 0．6 2 7．° 0．7 7 4
航　　 ′ ）2 1 」 〝1 （ 付 2 ）ヱ

トカ ラB 0．3 2 r ．0．4 7 3 0 ．6 4 1 如
短 詔 。．5 5 6　 巨 花 二 誓 上 月

奄美 大 島 0．7 9 2 0．7 2 4 0．6 8 2

沖永 良 部 0．4 5 8 0．6 0 0 0 ．7 6 4

沖 縄 島 0．7 0 0‾・ C．7 0 6 り．7 8 2 0 ．5 1）8 0．7 5 3 0 ．6 9 5

宮 古 島 0．3　8 2 － 0．5 2 2 0．6 8 4 0 ．6 5 5 0．4 5 8 0 ．7　5 6 0．6 1 8

石 垣　 島 0．6 6 2 0 ．7 1 9 C．7 2 9∴ 0．4 3 4 0 ．7 2 6 0 ．5 8 4 0 ．7 6 2 0 ．5 6 2

西 表 島 0．6 2 9
I o ．7 3 6 0．7 0 7 0 ．5　3 3 0．7 4 7 0 ．7 2 1 0 ．7 9 3 0 ．6 5 1 0 ．8 9 2

与 那 国 島 0．3 5 6 0 ．4 6 9 0．6 7 5 0 ．5 9 1 0．4 6 4 0．5 8 2 0．5 6 5 0．7 1 8 0 、6 2 9 0 ．6 8 8

屋 久 島 棒 子 島 トカ ラA 巨 ヵ ラ B 奄美大 島

1＿－ ．＿，．．＿－．．・．．．・．＿

沖永 良部 沖　 縄 島 宮 古 島 石 垣　 島 西 表 島 与 那 国 島
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Flg．6．Correlation graph based on figures of NSC and HIG
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免3図を見ると，屋久島，奄美大島　沖縄島等の琉球列島に於いては，かな少大きを島が；や

や横ひるがカを見せてはいるが，疫とんどの島がほほ同様の傾きをしている。

第4図を見ると，トカラ8－屋久島　種子島および宮古島一奄美大島　沖確亀　石垣島．西表

島との尚が，かなり高い指数を示している。距離的に近い島は当無の草をがら，指数は高くなっ

ている。（NSC）

第5図を見ると，屋久島一種子島－トカラA，奄美大島一沖碓島　石垣島一西表島といった島

喚問の近距離をものは，′指数か高く，屋久島　種子島一奄美大島　沖縄島一石垣島，西表島とレ1

．った島のグループで指数が高くなっている。又，トカラ五一沖永良部島一宮古島一与郵包島の閲

に於いても指数が高くなっている。（IIIG）

第6区は，NSC，nIG指数よ少表わしたグラフで，各島の動物砲をよく表しているといえ

るもので，これより見ると，屋久島一種子島　奄美大島一沖縄島　石垣島一也表島においては，

NSC，Ii工G共によく似た型をしている。

トカラB，沖永良部島，宮古島，与那国島はLIGのグラフの型がよく似ている。

NSCのグラフの型が似ている島は，全てIHGに於いても似ていて，NSCだけが似ている

といったものは無レ1。

NSCが，高く，hIGが　極端に低いのは　カラBに対する屋久島，種子島トヵラA．奄

美大島および宮古島に対する沖縄島，石垣島，西表島である。

IIIGが高く，NSCが，極端に低いの払　屋久島　種子島に対する奄美大島，沖縄島　石垣

島，西表島およびトカラAに対する沖永良部島　押花嵐　石垣鼠　西表島，与那国島および奄美

大脇て対する石垣島　西表島および沖細島に対する石垣島∴西表島である。

5．考察　Discussl0n

貪3凶より鼠における種数の構成か各島共，よく似ているのがわかる。

oNSCについて．

トカラB，宮古島は各々，屋久島　種子島トカラA，奄美大島と沖縄島　石垣島　西表島

に対してNSCが，かなタ高いのに転べ，hIGが非常に低の値をとっている。

この理由として軋，トカラ耳，宮古島任，両島共，フローラが貧弱で，低平を島で種類数も

少なく，その為，周辺の島との共通穂が多い臼だが，対応している島からみた場合は種当貌

席数が著しく違う為にhIGが非常に低くなったという事があげられる。

トカラB，、宮古島は，免6図から，周辺の島とは，かなりのギャップが’ぁるのが認められる。

貌5＿図を見る場合にこの両島怒除いたとすると，屋久島一種子島．トカラA一奄美大島一沖永

良部島一沖縄島石垣島一西表島一与郵白鳥のNSCの高くなっている3グループに分けられ

そうである。

0且工Gについて

トカラB，沖永良部島．宮古島　与郵包島は何れも，最初に述べた地史でも分るがi　大きな

島から分離されて，できた島であ少，与芳阻島を除いては，フローラが貧弱であれ　低平を島
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で与那国島も，そんなに高い山は無い。又，種油数も各島とも非常に少の。

免6図のグラフdhIGの型が，上記の各島共．よく似ている。そこで，HIGよ9みる阪

少では，トカラB，沖永良部島．宮古島，与那国島を1つのグループと見なす事ができょう。

屋久島一種子島－トカラA，奄美大島一沖縄島　石垣島一西表島といった隣接島唄的なグノレ

ープを見るに，何れもかな力大きく（トカラAは例外）．フローラも豊富な島である事が分る。

nIGが比較的高いのに較べ，NSCが極端に低い島を見ると，フローラが豊富で距離的に

遠高島峡間に於いてである事が分る。次に地史的な方面から考えてみよう。

琉球列島が大陸ゐ一部であった為，琉球列島が現在に到るまでの問艦一度も海に沈まなかっ

た島一屋久島，種子島　奄美大島，沖縄島，石垣島　西表島等の島に共通属の多いのは当然で

あろうし，従ってHIGが高くなっているのも．理解できる。NSCが低い、という、の血距離的に

見てかなり離れている島では共通種の少なくなるのは当然であ少，その結果としてNSCが低

いのであろう。又，かって，大陸ゐ一書旺Lでの期間が長かった屋久島，種子島と石垣島，西

表島との問にHIGが高いのも当然であろう。沖永良甑　宮古島の場合は前述の通力である。

トカラAについて考えてみると，この島は火山島であ少，しかも歴史の新しい島であるのだが，

この附元は海流の流れが速く，漂流物も多い。その為，琉球列島か，現在に近い形をとってい

た晦欺海鼠　海鳥地殻変動等にユタ，天牛の加害材が流され，♪カラ列島に流れつき，瑞

境に適応できる様になった種が生存する機になったと考えると．沖永良部以南の島（宮古島は

除く）と共通属が多くHIGが高くなったのだと理解できる。又，奄美大島とは，そんなにH

工Gが高くないのは奄美大島には，かを少む種数の天牛が分布しておれ　差があクすぎるから

であろう。

oNSC，王iIG共に高い島峡

屋久島一種子島　奄美大島一沖縄島　石垣島一西表島等，何れも近隣の島唄で巻少′，しかも

フローラが豊富であの　第6凶よタ見て分るとお扱，NSC，IHGのグラフの型が非常によ

く似ている事があげられるし地史的にみると，過去に1つの大きを島にまとまった事のある島

晩である事からよく理解できるム

これまで，NSC，hIGについて，地史を中心に又，海流の影響をも考慮に入れて，比較研

究してきたが，指数そのものの説明は，つくのたが，指数そのものから，地史的な事に関しては，

明確に，推犀できない尊がわかるであろう。次に，琉球列島を天牛梱よケグループ分けして結論

としよう。

6．結論　Sum正也ry

琉球列島をhIGユタ見ると，屋久島一粒子島．トカラA一奄美大島一沖永良部島一沖縄島

石垣島一西表島一与細島のグループに分けられる。（但し，トカラ月㍉宮古島は除外）

琉球列島をhiGより見ると屋久島一種子島－トカラA，奄美大島一沖縄島　石垣島一西表島

のグループに分けられる。又環境の似ている（トカラB，沖永良部島．宮古島，与都囲島）と

（屋久島，種子島，】トカラA，奄美大乱　沖縄島　石垣島　西表島）のクル⊥プに分けられる。
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（与那国島は　環境的な葦からいくと，後のグループに入るが，島が小さい為　前者のグループ

に入る。）

hiG，NSCの双方から見ると，地史的に関連の深い屋久島一種子島　奄美大島一沖縄島

石垣昌一西表島のグループに分かれる。

重鎮に，こ．れらを全てまとめて・第7図の様に分けられる○すな．わち，屋久島種子島のグル

ープと奄美大島（沖永良部島），沖縄島のグループおよび（宮古島），石垣島西表島（与

那国島）の3グループとし，トカラ列島（トカラA，B）亀　奄夷大島と屋久島との間の遷移地

指的サブグループとして分妨　沖永良部島もグループ内ではサブグループ的存在で（与論島も同

様）るク．先島グループも石垣島　西表島を1グループとし，宮古島　与郵国鳥を各々サブ＿グル′

－プとして分けられる。



Ⅴ　トカラA，B，沖永良部島，宮古島　与那国島の天牛分析

0ト刀ラA

琉球列島も成立が最も新しく，他の地域との連絡の妄かった島峡であクーここに分布するほと

んどの種が，海流又は人為的移動種である事が考えられる。

ここに分布する44種についてみると，個有種が4才亀　ここを南限としてレ1る種が6種であカ，

それ以外の種は奄美以南に分布していて，海流に運ばれて分布が広がったと考える事ができよう。

もっとも材木は，そんなに流れ出すものではないし，たとえ海流に運ばれても途楓材中の蝕幼

凪飽成虫が生き残る可能性は少ない。琉球列島が現在の様妄形をとるまでに料，向直かの海逸

海也地殻変動があったので，その様を時期に大量の材が流出し，トカラ列島に流れつ示たと考え

られる。，トカラ海峡は非常に海流の早い所で，こういう事も手伝って，かなカの種が分布する様に

なったのであろう。

次に，海流の影響では考えられない，ここを南限としている種について考えてみようo

Prionus sejun・Ct．uS‾＿王もyashiニセノコギリカミキら

この種は，今回，】トカラグルーブに口永良部島をも含めてお’少，日永良部島から記録されている

種であるので，恐らく船舶による人為的な移入種であろう。

AHotraeus sphaerioninus（Pic）トゲヒグトビイ這カミキリ

この種は過去に，魔大の標本で確実に見たと思っていた毎で登ったのだが，今から考えてみると，

色がやや薄い感じであ9，AinsularlSかも知れない。そうだとすると，海流の影響を受けた

と考えられるし，Sphaerioninusとすれば人為的なものであろう。

Thranius variegatus Bates　トラフホソバネカミキリ

非常に変異の多Lへ種であ少，屋久島の旭体q〕中には，Obscurusの様を個体まであ少，どちら

の種も，ホストはアカメガシワであるので，トカラの個体は，Obscurusである可能性が強い。

とすれば，海流によって運ばれてきた種であるといえよう。

Chloroshorus kanoi　王由yasni　カノミドリ】トラカミキリ

中之島から記録のあるC．viridulusを本樺として当てたが，kanoiとすれば人為的75：も

のであろうし，又，C．muscosusの可能性があ9．これだとすれば，海流の影響を受けても不

思議ではない。

Ropica mizoguchiiIiayashi　サ3サビカミキy

この属のものは，非常に個体数の多いものであるが，本種だけは非常に個体数も少なく，過去の

経験からいって，スダジイのかなり古いそ．たにつくものと思われる。屋久島には，確実に分布して

ると思われ，人為的なものだろう。

Potnyne siIzICea Pascoe　シロスジドゥポソカミキリ

トカラ列島に於レ1て虹，ホタロクイチゴ．クサギ等ユタ，採集される。奄美大島以南で，近似種

は，沖永良部島のP．nObuoiだけであるので，種子島あたクからの人為的移入種であろう。

この様に，これらの種は，人為的移入にエタ，分布するようになったか，同定の誤少である事が
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わかるであろう。

個有種について考えてみよう。

Apomecyna tsutsuiil血yashi　トカラシラホシサビカミキリ

この属のものは，伺れも，ウリ楓特にカラスウリの生きたツルをホストとしてお久．トカラ列

島のものは，奄美大島以南のA．historioが流材にからみついたツル等により，運ばれ，分布

し，historioでもtSutSuiiの様を個体が時々見られるので，この様を異常型が，問走した

ものと思われる。

Uraecha gilva Yokoyama　トカラヤハズカミキリ

同属のOShinlanaが海流によってトカラ列島に移れ分粛したものと思われる。
イt

Acalo量epta ha汀ni（Hayasni）　トカラビロウドカミキリ

奄美大島q⊃A．amamianaが海流によって運ばれ，分化したものと思われる。

Rhodopina tOkarensisIhyashi　トカラコンポクビグナガカミキリ

これも，0．okinawensisが海流に運ばれ　分化したものと．即っれる。

この様に成立の新しい島に薗有種が数種あれ　侶有亜種も，かな少ある事は，一見　不思議を事

の桜に思われる。しかし，トカラ列島自体について考えると，フローラが豊富である為　かなりの

種が分布しておるのだが，島自体が小さく又，生活固境が限られている為にライト効果（遺伝子浮

軌　genetic drift）によカ，かなクの個有権が見られる様にそったと思われる。

漁　ラ1ト効果……ある対立遺伝子を考えると，有限集団に方虹、ては，椒会的な変動の結果，その

一方が消失し，他方が固定の状鼠　すなわちホモの状態に達する事がありうる。集団が小さい私

このような事が起こ少やすい。その結潔紅適応と無関係に，ある形質が集団内に普遍化したり，

あるいは，旗団から消失したりする等抽Cをる。適応的形態が消失したクする畢レこなる。小集団で

は．適応的形態で消失する事さえありうる。

この間旗の発展に触寄与したのは，S．Wright（192日である事から，この変動をライ

ト効果又は遺伝子浮動と呼ぶ。

適応と無関係と思われる形質が集団ことに異なった比率で含まれている事実や，同一条件の環

境と思われる土地に異覆った地理的品種が存在する事寓は．よく，ライト効果によって説明さrL

る。（生物学辞典よ少）

トカラ列島の天牛の分布を見てわかるが，天牛の生態的な事にもよると思うがi海流の影響か

いかに大きレつか机　よくわかる。又，人為的をものもかなち影響を与えてレ1る事がわかるであろう。

又，年平均気温20℃の等温商がトカラ海峡を通ってレ、る事も忘れてはならない。

土壌蛙昆虫で移動性の少ないものを孟計くてみると．又．ちがった事が言えるように在るかもしれ

ない。これは，今匿調査してみるつもりである。

0トカラB，沖永良部島．宮古島

トカラB虹琉球列島形成射間中，ふ藍も海に沈まなかった島であるが，フローラは貧弱で低平を
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荒で（トカラ上に比べ），ここに分端する天半も非常に少ない。沖永良部烏，宮古島は，海に沈ん

だ尋のある島であう，低乎てフローラの貧弱モ完である。又，これら3凱て共通して言える事吼

mtも，大き石二鳥よ　分霊してできたという二言と，前にも述べた刈．艮IG一相関ブラフの型がよく

急ているという11である。そこで，．この3品与′こ分布している天牛について調べてみたレ、と思う。

これらの品に分布している天牛の多くはPsacothea，Mesosa，Sybra．，Pterolo－

phia，Ceresium，Abryna，Stro王Tntium，Olenecamptus等といった琉球

全般に広く分布している属で，ホストも，海岸付近によく見られるアコク，ガジュマル，シマクワ

等が主で（Abrynaは竹であるが）条作さえよければ，海流によって移動可能を属である。

次に，トカラBは奄美大島よお　沖永良部島は沖縄島より，宮古島は八重山群島（石垣島　西表

島etc）より分かれた島であるので，トカラBに於いて奄美大島と共通でない種を調べてみよう。

他の2つの島も同様に調べてみる。

まず，トカラBに於いて奄美大島との共通していない種について

Psacothea hilaris rrncronotataであるが．これについては，後で詳しく述べる

ので，省略す‾る。

沖永良部島に於いて沖縄島との共通していない種

Palaeocallidlum rufipenne（Motschulsky）

おそらくスギ材についも　分布が広がったものと思われ，沖縄でも発見される可能性が参る。

Apomecyna sp．

第3表を作成した当初は別種と思ってVlたのだが，A．tsutsuiiの様を形態なしてはいるが，

おそらく異常型であろう。しかし，第3表よク計算した結果は，たいして変わらをいので，そのま

まにしておく。

Asaperda blCOStataIhyashi　キンケチャノrロ：かミキtJ’

比較的少ない種であるので，まだ奄美大島，沖縄島で発見されてほlハ覆いが，近いうちに発見さ

れるであろう。

Potyne nobuoi Breuning et Ohbayashi

琉球列島のうち，まず奄美大島　沖縄島が1つの大きを島として，巌初に分如したが，その時に，

P．silaccaが編出によお　分化が起こ少，別種になタ，低地にむみ生息していた為，その後の

海浸時代に，沖永良部島たけに，とタ残される形になク，今日に到ロたのであろう。分化が起った

のは，神永1部島に残されてから起こったり．かも文机覆い0又，現在　Silaceaとは別種として

あつかわれているが，形態的にみて，たいしたちがいはなレつし，別種とみるよ少はSilaceaの亜

種とみる方が良レへのではなかろうかT

Potyfle Vatriegata yayeyamana Breuning et OhbayaShi

沖永良部島産のものは，P．hayashiiの亜種とする方か適当であろう。

王仇odopina okinoerabuafla Hayashi　2f．，卑ノエ5才コアと．ゲカミキリ

沖永良部島が奄吏大島沖縄島よ少分配号れた時にR．dk、inawensisが時限にキク，分化
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したものと思われる。

ftondibiIi！．elonga！uS．minor（Breuning et Ohbayaih’il）’－t

琉球列島が陸橋化していて，トカラ海峡が存在していた頃に，・台湾からR．fe、n冶iali畠が北上

してきて奄美大草沖縄島がl？のまとま．った島として．分隊された為その・ままの癖’で再

残去れ，さらに八重山群島が1つの島として隔離された為　R．eloHgatuSに分化し．又，奄

夷大島，沖縄島鶴　その後現在の様を形をとる頃に，沖永良部島に隔離ざれたfemoralisカ蜘

種へと分化していったと思われる。そして．形態的に均　e王OngatuSに近い為　minorとい

う亜種にされたものであろう。

Oberea umebayashii Olbayashi　オキノエラブリンゴカミキリ・

形態的に見て0．shibataiに近いので，沖永良部島が奄美大島．沖縄島より分離された為

Shibataiが隔離にエDurrebayashiiに分化したものと思われる占

宮古島に於いて，石垣島　西表島と共通していない種

Ropica coenosa（Matsushi．ta▼）・フメモンサビカミキリ
ニ、

先島諸串が1つの島から，幾つかの島へと分かれた毯　先島一帯に分布していた，R．－COenOSa

が，宮古島に払　そのまま残少，他の八重山群島では，hayashiiへと分化したものであろう。

Psacothea tenebu叩′Sa・・Matsushita・オキナワキポシカミキリ

この属については，後で詳しく述べる為，ここでは省略する。

Oberea shirakiiIhyashi　ミヤコリンゴカミキリ

先島が1つのまとまった島であれ　後に，宮古島が分離された塙　0．ishigakiana　が隔

離によ少本種に分化したと思われる。宮古島には，Oberea属生息に適している環境が非常に少

ない為，いずれは絶滅してしまうかもしれなレ1。

t．

以上が，トカラB，沖永良部島宮古島についてであるが，トカラBは別にして，他の2つの島

での凶有種を見ると，Pothype nobuoi，Oberea umebayaShii，Oberea

軸iTakii　で参カ，・イ雪机も，，生息場所が制限され，出限時脚；限られている0

この為，遺伝子交換の勧i限られ，時間的にも短いのでライト効果が超こタ易くなりも　島の歴

史が浅いにもかかわらず，分化が起こったと考えられる。

この様に島の成立が新しいからとりって固有椿がや夜いとかi少ないとかいう事は言えない。か

えってこの様な島の方が，個有租　亜種が多や卓耳鼻、いえる。

0与部包島

与郵国鳥は宮古島と同徳に，先島諸島が未き誅革であった後に分離してできた島であるので一‾こ

の島と他の八重山群島との共通．しない極を調べ．る事にエ少，台湾と最も近い島であるので，又，海、

流の影響で紅頭疇パタン，・パプアン諸島と瀾遵性がわかるかも1しれない。

与那国島において他の八重山群島と共通していない穣
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DymaSius hirayamai Matsushita　キマタラヒメミヤー？カミキリ

台湾から，材が流れついて分布したものと思われる。

Pseudaeolesthes chrysothrix yonagunienSis Ohbayashi

別亜種が，奄美大島徳之島．沖縄島に，又，台湾にも分布している所から，琉球列島が大陸の

一部であゥた頃，広く分布していた種が，奄美大島　沖縄島が1つにまとまって大きを島として大

陸から孤立した際に，そこにとタ残され，亜種化し，又，八重山方面のものは，海疫期に，石垣島

西表島さえも，小島になってしまった為．生き残る事ができず亡びてしまって，奄美大島′沖縄島

は，かなカ大きかったので残れたのであろう。この事は，現在，この種が低地帯に多く棲息しては

いるもののあまク小さな島には分布していない事からも推察されよう。

与那国島へは，琉球列島が形成された後に，台湾から海流によって材についてきて，亜種化した

ものであろう。

Bumetopia oscitan鱒S yOnaguniIhyashi　ヨナクエウスアヤカミキリ

この属については後で詳しく述べるので今は省く。

AnoplophOra malasica Tyukyuensis（Breuning et Ohbayashi）

形態的に台湾産のものとよく似ているので，PseudaeolestheS chrysothrix　と同

じ理由で与那国島に分布する様になったと思われる。

Blepephaeus nobuoi Breuning et Ohbayashi

B．deCOloratus yonagunii Breuning et Ohbayashi

琉球では，他に沖縄にB．okinEi－VanuS，石垣島，西表島にB．yayeyamaiを産する。

琉球列島陸橋化時代に現在のこの属の原種（B．decoloratusと思われる。）が，、台湾から

宝島にかけての半島部に広く分布していて，奄美大島，沖縄島が1つの島として大陸から独立した

際に，とり残され，熟指に広く分布している種なので，気温が関係してレ1ると思うのだが，島の南

部だけVC棲息する棟にな9，その後　奄美大島，沖縄島と分かれて，Okinawanusへと分化し

てい＿き＿，又，先島が1つの島と夜少，原種が隔離され分化が起こ少始払その後，今日む様な形の

八重山群島になる頃に与那国でnObuoi，他の八重山群島でyayeyamaiに分化したのであろ

う。そむ後，台湾から海流の影響で材が運ばれ，それについて，d・eCOllOT・atuSが分布する様に

なり，亜種化したものと思われる。（鼻8図のA）

MiaenizI Sp．

石垣島，西表島にいるM．breVicollisから分化したものと思われ，形態を正確には調べて

みなレ1とわからないカi　亜種ぐらいに落ちつくかもしれない。

与那国島は，八重山群島の中では，台湾に最も近く，その為，他の八重山群島にはいをい台湾こ

共通した種が数種いるのであろう。

紅頭峡と関係の深い種は，西表島との共通種である．Euryclytosemia．：nOmuraiであ

るが，この種年，今の所一属一種であり，近縁の属は日本，台湾に分布するClytosemiaであ

るから，琉球列島が陸橋時代，紅頭峡も台湾から同様に陸橋で結ばれ，フィリピンまで連竃：っての
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た時代に台湾から移動し，その後の海浸時代に，八重山群島　紅頭頃に隔離され．現在の様に別属

にまで分化が進んだのであろう。この種のホストは．ブコウ，ガジュマルであるが

に，かなカ限定された環境のホストからしか発見できかハので，海流によって移動に転という事は

考えられない。

この他に紅朝晩以南に分布している種が与郵国鳥には数種分布し七いるが，これらの種は，広く

琉球に分布している種であるので，この現　車にふれない。

与那国島は，天牛だけから見た場令，台湾と関連が和事は，いえるのであるが，特にフイリブ

ビ／からイてタン，．バブヤン，紅頭喫付近と関連があるというようを事はいえた1．（。

寺二i∴ベ‡よう
したとい考事は

これまで，トカラA，B，沖永良部島　宮古島，与郡包島の天牛の分析を行なってきたが，分編

分化の過程は，地史，海流その他の要因で，こく簡単にではあるカi　一応　納得のいく説明がつく

等がおわかりになったと思う。（もりとも，これも単なる推論でしか無く，又，材札　文献不足

1年に中凱七陸1で，あま少広い朝野から，琉球列島のこれらの島唄の天牛を見去事が出来なかっ

たのは，非常に残念である。その為，別の意見をお持ちの方がおられたら，どしどし御批判願いた

い。）

以上　述べてきた事を，まとめてみると，以下む様になる。

琉球列島の天牛分布は，地史と関連が探V㍉夢は，当然の事であるが，生態的な面よお　海流の影

響を非常に受けやすい事があげられる。（海流を考慮に入れないと，分布の説明がつかない樺が多

い。）又，人為的移動も考慮に入れねばならぬ。（琉球列島の一部の島を除き，100年以上前は，

豊富な桝目をほこっていたが，伐採により現在では原生林といえるものは，屋久島　西表島以外に

は残っていない。伐採された材は，他の地域に運びこせれる。）・・

琉球列島で，各島の個有権の多少（換言すれ塙　分化の速度）は島む成立の古い，新しいにはあ

まク陶係がない。ライト効果によって説明がつくのであるが，特に，小さの島　フローラの貧弱な

島ほど分化の速度が早いと言える。

V，Ⅵでは，巌初に示した第3図を見て参考にしていただきたい。
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Ⅵ　琉球列島に於いて，分布上興味ある天牛について

Parandra・ニセクワガタカミキリ属

トルキスタンに於いて，中生代ジュラ紀の地層ユタ本属のようを形態の化石がみつかっておの

非常に原始的を属である。生態的にも，成虫は，昼間は朽木中に潜み，夜間出てきて付近を排掴す

る事が知られている。

Parandra shibataiIhyaslli　アマミ昌セクワガタカミキリ

奄莫大鼠　紅頭晩に分布してか少，近縁種のP．janusが，ニューギニア．セレベス，ジャワ，

モルツカに産する事から，この種の原種は，おそらく熟毒性であったに違いない。

琉球列島が，大陸の一部であった時代に，すでに棲息していたものが，その後，琉球中部の陸塊

すなわち，奄美大島．沖縄島等が，大陸から遊離する時に一部がとカ残され，現在に到少，大陸に

残ったものは，篇三舶末における徐々の気候降下にともない，大陸沿岸を南下していく途中に，紅

頭嘆が台湾エク遊離した際に，一部がとり残され，奄莫大島と同様に現在に到少，残クの一部がな

おも南下し，ニューギニア，セレベス，モルッカ方面に到ったと考えられ，奄美大島，紅頭峡に，

P．ohibatal，ニ＞－ギニア，・セレベス等にP．janusが分布する様に覆ったのであろう。

又，奄美大島だけでなく，沖縄島にも分布してレつるのであろうが，在かをか日にとまら覆い種でも

あるので，いまだに未発見である。（第8図のB）

Parandra formosana Miwa et Mitono　タイワンこセクワガタカミキリ

台湾，石垣島．西表島に分布しておタ，台湾では中部山岳地帯の丑andai，Sokutsuが産地

であお　かを　の高度がある。前種とは，かなタ異な少山地性であったと考えられる。

琉球列島が大陸の一部であった時代には，現在の台湾山岳地帯に棲息してお少，その払琉球中

部の陸塊が遊離された後の第三期末における気候降下にともない，一部が低地の方に移動を始め，

その後　先島諸島が大陸よタ遊離したために一部がとり残され，現在に到ったと考えられる。この

種と同様む分布をしている種には，Paranaspia coccolnea　ヒオドシバナカミキリがい

るが，おそらく同様な経過をへて分布するようになったものと思われる。

1βpturinae　ハナカミキリ重科

ハナカミキリ亜科は，琉球には非常に少なく，種子島．屋久島は，九州との関連が深いので．か

な少の種類がレ、るし特に屋久島は高度があるので，種麹数も多いが，トカラ以南の琉球では，今ま

で14種類しか記録されていをV，。この内，Caraphialepturoides，Mimostran一

galia kurosoensISの2種は，種子島，屋久島，本土と共通種で，残少の12種は，固有

種，台湾との共通種で，出有種も全て，台湾に近縁種のいるものばか少である。

まず，姦初雁，本土との共通の2種につレつて考えてみよう。

Caraphialepturoides（Matsushita）　ケプトハナカミキリ

琉球列島，日本列島が大陸の一部であった時代には，琉球中部を南限として，現在の分布よりも

かなり北方まで広がっていた。その後，琉球中部（現在の奄美大島　沖縄島等）が，大陸から遊離

し，この種は，現在の奄美大島　徳之島，沖永良部島，・沖縄島にとり残され，現在に到ク，又，本

－50　－



土に残ったものは，その鑑　気候降下にユタ，南下してきたが」トカラ海峡がすでにあった為に現

在の分布地程度しか南下できずに，現在に到ったのであろう。

この種は，．ハナカミキリむうちでは，非常に原始的であカ，成虫の出現期もかな少長く分化もほ

とんど起こらず，今日に到ったのであろう。

Mirrx）Strangalia kurosoensis（OhbayaShi）クロノンホノバナカミキリ

この種も．ほとんど前種と同じ分布をしてお少，前種と同じ経過をたどって現在のようを分布状

態になったと思われる。沖縄からは，まだ記録がないのであるが，わ少と個体数の少ない種類であ

るので，且に止まらなかっただけで，いずれは発見されるであろう。

残カの12種は，何れも琉球中部を北限としてかク．琉球列島が大陸の一部であった時代にすで

に棲息していたものが，琉球中部カi　遊離される事によク，現在の奄美大島．沖縄島にと少残され，

島自体も琉球列島ではかなり大きく，高度もあるので現在まで残ク．現在の先島諸島の半島部に棲

息してVlたものは，その後の気候降下，海浸等で，Marthaleptura scotodes以外は，

残る事ができなかったのであろう。fhranaspia coccoineaは，Parandra

formosanaの所で，述べたように分布したと思われる。

Mesosa cervinopicta（Fairmair）　イシガキゴマフプ7ミキリ

分布は沖縄島，宮古島　石垣島．西表島　与那国島と覆っておタ，与那国島はSubsp．

yonaguniであ9．f．subkonoiが石垣島l西表島では稀に見られ，宮古島　波照間島では

全てがそうである。又，非常に酷似した種が西表島にいるカも　これは別亜属と思われる。

琉球列島成立途屯　先島諸島に，この種の原種と思われる種がと少残され，先島諸島が大きな一

つの島となった時代に，現在の与那国亀　宮古島付近まで広く分布するようになった。この時代に

は　この種は，遺伝的にほっき少とは固定していなくて，いくつかの型があタ，それがその後の現

在のような型に島唄化する事によD．与那国島ではSubsp．yonoguniとして出足L，石垣島

西表島では，完全に国定化するには到って夜くて，宮古島　波照間島では，固定したのではあるカも

西表島　石垣島にまだその型が残っている為に，亜種まで到って夜レつのであろう。宮古島　波照間

島等は，低平で，樹相が非常に貧弱である為に尚足化が早くを少，与郡国島は，先島諸島のうち，

一番早く独立した為に固定化したと考えられる。沖縄の標本臨　見ていないのだが，先島諸島から

人為的に入ったものと推定される。

Bumetopia　ウスアヤカミキリ属

この属は後遺の発達が夜いのだが，天牛の場合，後確の発速ま，移動にあまり関係ない。

琉球列島に株．B．japonicaが屋久島．種子島，九ノ1；細部に，OSLliIT也naがトカラ列島

奄美大島　徳之島に，Okinawanaが沖永良部島　沖縄VC，Sakisnimaが宮古島に，

Sakishimanaishigakiが石垣島　西表島に，OSCitans yonaguniが与和国島に

分布している。

琉球列島が大陸の一部であった時代に，現在数種に分化している原種（OSCitans T）カi　現

在の分布地から，もっと北方まで分布してお少，まず，】トカラ海峡の成立によお　現在の屋久島以
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北に十．鵠ミとち残され，その後の気椙等下により南部の方にだけ分布するようにな少，japoni・－

Caへと分化した。次に，現在の克夫大島　沖沌晶にあたる琉球中部が連盟し，－一部がとカ残され，

その銃「竃菜大島，沖縄島が分離し，奄芸大完のものが，OShlimailaに沖耀島のもの舶

ckinalVanaへと分化した。ほ之巳にOShiInanaが，沖永良部島にOkinaWanaが分布して

いるのは，宗3図を見てもらえればわか’ると思う。

又．一部のものは，ノ石垣島　西表島にと・り残され，その後，先島諸島が1つの大きな島へとまと

まク，島全体に分布するように夜・少，この時代には，まだ分化が起こらず，最初に与那国島が独立

したが，分化は割烹ど進まずOscitans yonaguniという別亜種化したVCすぎず石垣島　西

表島，宮古島といった島では，Sakisf⊥iIl協naへと分化が進み．石垣島　西表島と宮古島では，

別亜種となったのであろ告㍉

OSCitansが原種であろうと思われるのは，台湾南亀　紅頭峡にOSCitansが分布してLハ

る葦から推祭されるiぺ第8図のC）

Clytus fukiejlsis，Gressitt　フーケントラカミキリ

この種は，琉球列島では，奄美大島にたけ分布し，中国東苦紗こも分布している。

奄美大島では，春に中央部に多く見られ，中ヨ票鶏では　福建省の2，000m付近で春に採集さ

れている事からl　琉球列島か大陸の一部であった時代に，現在の奄美大嵐　中国東部の山岳地帯に

接急していたが．仁王天大鳥中央晋′1，こむ現駅鱈，ら5〇Om以上あったと推定される。）琉

球中部が差損され，ニ．速夫大畠の中央部あた少のかを鋸笥圧のある所にとタ残され，か覆り環境に左

右される種と思われるが，その炭の気霊肯下で，：J、なち荒む訂堤も低くなったのではあるが，運よ

く今日まで生き残ったものと思われる。

OlenecニーjmptL13　bi！cbus cTrbヱ・icilこち）－　ムツポッシロカミキリ

V妄班こには，Subsp．．tai甘aneユ3is　とIユippcrl〇二Sis　の二意趣が分布している。

．t；Hwane王iSis寸も　九州南部，憲久島，花子品，トカラ列島・奄美大島，沖永良部島．沖碇

北部，台湾，rlippcn〇1SH頓持両税　富古島　石垣島　西表島　与那国島　紅頭輿等に分

布して畠1タ，沖遥忘ヰ部：てチエ，どちらの亜藷が∫毒しているかはわかっての夜レヽ。

震定列巳が大蒜の一部で為った堀鳥ては，説ユ　ニヨ互音二が分毒している地域に広く，二工運の原

こ三琵Cやそらく，taiwlne【，Sis）：予誓点してか〕，筑或こ中郡が大隠から遊臆され，一部かそ

こに曇った。鼓ったちのは　そルカ　分布・ごザここ今呂に到射　二太嘘に残ったものは，ほとんどがそ

の－まま分化せずに今日K到れ　ただ　崇在グ工誓豊吉　忠良貴が運讃した襟に，そこにとク崇され

たものだけに分化が走と如　nippり1enJiSになっ：‘こもむと思わ五るd

沖蒔是再割に庖∴点ip・pOn由siS　がレ1るのであるか，練絹島は　北吉ぬ成立はかなり古いの

てあるが，梅吉鉦工，・比叡的新しく，摘亜種の分化が起こうた後の戌立と考えられ，南部ぺ血言痙殊

により，先島諸島からの漂流材によカ分布するようになったか，そうでなければ人為的をもあせ豪

ろう。この達のホスト化「アコ男∴ガジュマル等でありi比較的大きを材を食害するため，海嶺徳一よ

っ′て分布の広がる可能性は大きい。九州南亀・屋久島・種子島絃分布しているのは，了トカラ醇奴正二
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よって　気乞圭等下による南下をはばまれた為に，南の一部だけに分布する様になった為と考えられ

る。この穏の分布は非常に多くの丑種に分かれており，分布も非常に広い為単てこ亜種だけを論

じるのは，片手芯ちむ競軍をいでもないのだが，他の地域の標本をまだ見し得ていないのでこの種

だけ払　参考程度のものと思ってもーらいたい。

Psacothea

琉球には，P・恒lar車S，teneburosa？2種が分布してお如多くの亜種に分かれてtか

少，．か夜夕個体変異も．多い。この属の分類は非常に問題点が多いが，∴一応，現在あ分恕ね従も．そみ

ることにする。P．hllarisの分布は，・ノ本軋匹靭九勅1伊学享宅畠御蔵島屋久畠、満子
一一ノ′　、．

島，・＞カラ列島，石垣革西表島，，与郵国毎，．台喝．紅頭頃で挙るo P・teneburosa：ゎ分布

は，奄美群島　沖永良都島　与論品　沖絶島，久米島　宮古島である。

‘琉球列島抵磨ける亜確を示すと下記のとおタである。

P‘1．hilaris insularis

PJ hlla，rislmCr．OnOtata

P．teneburosa maculata

P．teneburosa－int声rmedia

P．teneburosa teneburosa

P．teneburosa miyakoana

P・hilarlS，i叫igakla－a

P．｛hilaT車、Siriomot．ensis

P．nilaris yonaguniana

屋久島　種子俸

ト．カラ列島

奄美大島

沖永良都島

沖縄島

宮古島

石垣島

西表畠

与郵因島

このうち，体の地色を黒く露出するものは，P．h．insularis，InaCrOnOtata（一

応，この名前を使うが，宝，小宝島を除く。ら　yonaguniana　であ9，体に徽毛がはえ，全

体に，やや黄色がかった感じのするものは，P．b．macronotata（島　小宝島），P．t．

：naCulata，P．h．islligakiana，iriomotensis　であD，全体にくすんだ感じ

に去っているものは，P．t．intermedia，tenebtlrOSa　である。宮古島の個体払　変

鬼がはげしく，、どれに入れていいのかわから率いよう夜競蔦て，遺伝的に固定されていず，半種的

なもりと思われるので，この際，宮古島だけ，3つの分類の中には含めない。

これ膏血こすると弟○凶のCのよ，うにそる○

投球列島のPsacp抽ea・乾）うち，トカラ耳　小宝島　奄美群島のものを除いて，あとは全て踪

簸したが，・hllarisは了でコウ，ガジュYマルに，teneburosaは，シマクワを，永云寸として

い屯0＿

・琉球到鋤i大陸の一部、キトて陸椋で連絡されてい牢時代た，大陸から，（現壷の元灯台海から）

陸観に分布が広がってきて，もともと非常に変異の多い種をあて，琉球中部にい、くにられて，全体
lヱ

の終盤がくすんだ芯じ隼なって∴き在。（まだ，この頃では，現在ほどの事は在かっ料と思われる。）
I

次に琉軌中部が逝離された鈍．かな甘木きを島であった為に，その漣まむ変異の状態であらたが．
1：
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その嵐　奄美大島，沖縄島に分載し，しかもかなク小さな島となった為に奄莫大島，沖縄島各々遺

伝的に固定し，筍砿沖縄島では，分化が著しく，生態的にも異なったものになったのであろう。こ

れ以後は，現在の分類を度外視して述べてみる。

奄棄大島払　宝J　ノJ、宝島と連絡があ少，宝島は．海中に没しなかった島をので，ほほ同様の種が

いるのであろう。その後，奄美群島，沖縄群島が大きを島となり．地殻変動，海浸等で現在のよう

を島峡と夜少，沖永良部島等のように別亜種化したものであろう。

次に，現在の先島諸島あた少のものは，石垣島．西表島以外の島が，ことことく海中に没した為

に，この両島に，と少残され．その後．先島諸島が，1つの大きを島となった時代から　現在の宮古

島，与都国鳥に．分布する上　になれ　その後，現在の様を島唄になった時代に各島で分化が起こ

ク，与郡包島では，黒く地色を露出する様にを少．宮古島払低平で，非常に樹相が貧弱であるの

で，生活環境が限定されてきた為に，亀期間に別種への分化が進み始め，せだ遺伝的に固定される

まで到ってレ1ないので，非常に変異が多く，hilarisのようを個体からteneburosaのよう

な国体がいるのであろう。宮古島のものはシマクワを食害しており，このようを分化はライl効果

によって説明されるであろう。

石垣島，西表島のものは，分化があまり進まずに今日に到ったものと思われる。

先島諸島一与郵鼠島　石垣島「西表島，宮古島の個体のMale geditaliaを調べて見ると，

与郡国鳥のものだけ，他の3島のものと異なっておれ　先島諸島のうち．与郡駒鳥が最初に独立し

たものと思われる。

種子島　屋久島のもの仏　九州からとり残されたものが，分化が進み，地色を黒く露出するよう

を個体となったものであろう。

トカラ列島のうち，口之島　中之島等の島にものでは，斑紋の形はトカラ品　4、宝島，奄美大島

のものとほとんど大差なく，ただ，黒い地色が産出しているという遠いだけである云

トカラ列島の宝，小宝島以外の島は，成立も新しく他の島とも連絡のなかった島であるためトカ

ラ島　中宝島　奄棄大島のものが海流に上って，分布が広がク．そこで多少の分化が起こク今日に

到ったものと思われる。

以上の草から考えると，現在のPsacothea属の分類は，行きあたタはったタに命名されてい

る態じであり，奄美大島のものは，teneburQsaというよ少はhllarisに入れた方が良いの

ではないかと思われ（もし，ホストが7＝rク．ガジ▲マルてあればhilaris，シャクワであれば

teneburosaに入れるべきであろう。）る（トカラ列島の宝，小宝島以外の島のものは．別亜

種にすべきであク，石垣島こ西表島のものは，全然，差がなく，二つの亜種になっているのは1つ

に統一すべきであろう。（第9図のβJ

以上．いくつかの天牛をとりあげて，地史に的達させて述べてきたが，琉球列島においても中国

東部や台湾山岳地帯と関連のある事はわかったと思う。7でも述べたと思うが，天牛の分布を説明

するのは，地史だけではふじ掬うぷんで，特に海銃の影響を重視しないといけをレヽ
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Ⅶ　総　　括

これまで．定量分析，見各論的な事を地史を基にして研究してきたのであるが，羞者日射く

納得のいかない所もあ少，知識不足，聾料不足の為．たいした研究もできずに残念である。今払

他のグループ（生態的に差のあるグループ）を使ってこの研究をおし進めてみたい。

では，これまでの恕菜を以下にまとめてみ・よう’。

①　天牛よ少見た琉球列島は，以下のようにグループ分けされる。

盲ノ屋久島種子島グループ

トカラ列島サブグノレープ

奄真大島，（沖永良部島），沖縄島グループ

宮古島サブクノレープ

石垣島，西表島タノレーブ

与那国島サブクノレーブ

＠　固有種の多少吼地史の古さとは朗係をレも（例え喘トカラ列島　沖永良部島　宮古島等の

成立の新しい島にも固有種は存在する。この事はライト効果醒よりよく説明される。）

③　与那国島は八重山群島のうち，台湾と関連が巌も深い。（台湾との共通種が多い。）

色）奄美大島　沖縄島等の成立の古い，かな少の山がある島は，中国東部，台湾山岳地租　ジャワ，

セレベス等に分布している種と同種ないしは近縁種が分布している。

⑧　籠球列島の天牛の分布は．地史だけでたく，海流の影響というものを考えないと説明のつかな

い事が多く，人為的移動も考慮せねばならをレつ。

おわタに．吼表の作成に当ク援助を受けた生研メンバーの坂苑　高橋両君に琴く値謝すも

（未完）
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鹿児島大学理科報告　第16号　P75－107

徳田　初穂　1969：生物地理学　築地書館

浅野　　清　1969：古生物学入門　朝倉書店

小品圭三，林　巨大1969：原色日本昆虫生態図鑑（カミキリ編）保育社
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琉球列島天年利日産宝巨日録
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1969年4月から9月にかけて，約100日間にわたり，琉球列島（屋久島を含む）を調査し

て，2万余点の甲虫を採集したが，今回は，そのうち同定の比較的楽をカミキリムシ科の採集目録

を発表する。他の甲虫は，機会ある毎に発表していく予定である。

又．旅行中，いろいろとお世話にあずかった方々をここに記して深く感謝する。

新船口治氏　宗　利武氏およびその御一気　平良恵亮環．高良鉄夫博も　与藤兼六氏およびその

御十気　琉球大学附属農場畜産部の方々。

日程概略

前ページの琉球列島概略図で了ルファベプトを附した所が調査コースである。

A……屋久島1969年5月30日～6月8日　（以下年号略）

B・・…トカラロ之島．6月26日～7月4日

C……奄美大島　7月26日～7月30日，8月3日～8月7日

D・・・…押永良部島，7月31日～8月2日

E・・・…沖縄島，4月7日～4月10日，5月5日，8月8日～8月16日，9月1・1・，12日

P・・・・‥宮古島，8月17日～8月23日

G……伊良部島，8月21日

H……石垣島　4月11日，4月29日～5月4日，8月24日，8月30日，9月6日～9月

10日

I……西表島，4月12且～4月28日，8月蓋1日～9月5日

J……与那国島，8月25日～8月29日

A　屋久島天年利採集リスト

屋久島たけは，当害虫教室の一題下町先生と同行し　採集者を特にK．Kと印したものは櫛下町先

生の採集品で，残如工全て痕原の採集品である。なお，他の島は全て一人で行ったものであるから

特に採舞者を記さなかった。又，全て1969年である。

oSubfamily Lepturinae　ハナカミキリ重科・

1．Carap土ialepturoldes（Matsushita）　ケプトハナカミキリ．

leX．6．Ⅵ．　尾之間

了カメガシワの化＿上エク採集。

2．Anoplodera excavata CBates）　ミヤマクロハナカミキリ

6eXS．31．V．　安房～小杉谷，leX．2．Ⅵ．　小杉谷

下ログ：コ遺ぞいの1甘drangea属の花上ユタ採亀

3．Marthaleptura scotodes（Bates）　ツヤケシバナカ・ミキリ

leX．2．Ⅵ．‾小杉谷　K．］粗IShigeImChi
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4．Leptura OChraceOfaSClコtE yOkoyこInaj．FayaShi

ヨツスジバナカミキリ屋久昆正種

leX．30．V．　安昆　5cXS．31．Y．　安房～小杉谷

トロッコ這ぞいの王専drangea′竃の花上より採気⊃

5．L．arcuatil tSumagurOIlana Chbayashi　ッマグロハナカミキリ

l eX．31．V．　安房～小杉谷，27eXS．2～4．Ⅵ．　小杉谷

前種と同じ花上にて採集。

oSubfamily Spondylinae　クロカミキリ亜科

6．SpondyTis buprestoides（Linne）クロカミキリ

l eX．30．V．　安房

oSubfamily Cerambycinae　カI吏キリ亜科

7．Allotraeus sphaeriOninus Bates　トビイtlカミキリ

l eX．7．Ⅵ．　安房，3eXs．31．V．　安房～小杉谷

畠．一Aニiufescens（Pic）トゲとグトビイ一口カミキリ

2eXS．7．Ⅵ．　安房

9・Cer．ecium holophaeun Bates　ココヤマヒメカミキリ

l eX．一7．Ⅵ．　安房

10．Stenhomaユus taiwanus Matsushita　タイワンメダカカミキリ

1eX．7．17．　K，Kushigemachi　安房～′」、杉谷

11．でhranius varie即tuS Bates fラフホソバネカミキリ

5e：；S．31．V．　安房～小杉谷，2eXs．1．乱　′ト杉谷

フカメガシワの伐採木　枯木より農集。

ユ2．もeontium vlride T‡10m㌢On　ミドリカミキリ

＝4eXS．31．Yへ一ユ．17．　安房へ′′J、杉省，3eXS．2．Ⅵ．　′」、杉谷，13exs．

7．1．　安㍍～小′杉谷

13．PユニこたつCとIl三三Giごrn rufipeilne（Motscnlllsky）　ヒメスギカギキリ

1㌢完．3．1生　小杉谷

1左　ⅩyヱO；rechus rufil．ius】iatis　クビナカ　ラカミ、キリ

7eXS．6．Ⅵ．　尾之問

ヤマモモの伐採木より採集。

15．ChlophOruS milSCOSuS（Bates）フグオビ再・リト‘ラカミキリ

3eXS．31．V．　安房～小杉谷，12eXS．6．Ⅵ．　尾之閏

16．C．diminutus（Bates）　ヒメクロトラカミ・キリ
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2exs．31．V．　安房～小汐谷，2eXS．7．Ⅵ．　安房～′」、杉谷

ヤマモモの枯枝よ少探鳥

17．Grammographus no＝；まbilis（Pascoe）　キイロ71ラカミキリ

6eXS．31．V．　安房～小杉亀　3exs．且．Ⅵ．　小杉谷，

4eXs．6．11．尾之間，lleXS．7．Ⅶ．一　安房～小杉谷

18．Anaglyptus arakawai　随no　了ラカワシロへリ7・ラカミキリ

14eXS．31．V．　安房～小杉奇　6eXS．7．Ⅵ．　安房～小杉谷

アカメガツワの伐採木エカ採集。

19．Purpuricenus spectabilis Motschulsky　へリグロべニカミキリ

l eX．31．V．　安房～小杉谷，lex．ユ．Ⅵ．・　小杉谷．

leX．も．Ⅵ．　足之鞠　3eXS．7．Ⅵ．　安房～小杉谷

20．Mimistena setigera japonica Pic　ケナガカミ．キリ

leX．7．Ⅵ．　安房

乾児島県本土産のものより，かなカ前胸が赤い。

21．Cleomenes takiguchii Ohbayashi　クキグチモモブトホソカミキリ

I eX、7．Ⅵ．　安房

OSubfamilylamiina＿竿、フ】「カミキリ亜科

22．Mesosalongipennis Bates　ナガゴマフカミキリ

3exs．31．V．　安房～小杉谷，3．eXS．2．Ⅵ　　小杉谷，3eXS．7．Ⅵ．安房

23．BumetOPia japonica（Thomson）　ウスアヤカミキリ

2eXS．30．V．　安房，lex．6．軋　安居　－

ススキ，カヤ等のビーチイングで採集。

24．Asaperda rufipes Bates　キクスイモドキカミキリ

leX．2．Ⅵ．　小杉谷，1eX．7．Ⅵ．　安房～小杉谷

25．Neosこてbra cr－ibreH．a（Bates）　ヒノ「アヤキンチビカミキリ

7exs．3こ．V．安房～小杉亀　5exs．7．Ⅵ．　安居

2占．Sybra Sakam〇tOi thayashi）：キリシマチビカミキリ

IeX．5．Ⅵ．　K．馳shigeIヱ亀Chi　尾之Rl］

本土産のものよタ体はエツ黒く，日放もはっきクしていて，一見するとmicrozotale

uenoiのように見える。

27．　S．ordinata Bates　アヤモンチビカミキリ

2eXb．30．V．　安島1eX．2．Ⅵ．　小杉各l eX．7．Ⅵ．　安房

28．SybrobidorrB Subfasciata（BaiteS）　シ←ロオビチビカミキリ

15eXS．2．Ⅵ．　小杉谷
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29．Rdpica formosna BこteS　ウスフクモンサビカミキリ

13exs．30～31．V．　三島　4eXS．2．Ⅵ．　′ト杉谷

25eXS．6．Ⅵ．　尾之間，4eXS．7．Ⅵ．　安房

アカメガシワ，イヌビワの枯枝よク採亀

30．Abryna coenosa（NeⅦn）　サビアヤカミキリ

2eXS．7．Ⅵ．　安房

イヌビワの枝を後食中のものを採集8

31．Pterolophia biglbbera Newrnan　スジダカサビカミキリ

4exs．7．Ⅵ．安房

32．P．arL陣Ilata（Chevrolat）　ワモンサビカミキリ

2eXS．6．Ⅵ．　尾之間

33．P．gibbosipennis Pic　コブバネサビカミキリ

leX．7．Ⅵ．　安房～小杉谷

34．Psacothea hilarisinsularis Hayashi　キポシカミキリ

Iex．6．Ⅵ．　尾之問　K．Kushigemacni

35．EupromuS ruber（Dalman）　ホシベニカミキリ

2eXS．30．Y．　安房．2eXs．2．乱　小杉谷

36．Uraecha birnaculata Thomson　ヤハズカミキリ

leX．6．Ⅵ．　尾之間

37．Xbnicotela pardalina（Bates）．チャボt：グナガカミキy

2exS．2．Ⅵ．　小杉谷，2exS．7．－Ⅵ．　安房

イヌビワの枯硬よ少採免

38．Monochamus kumageinsularis　王もyasLli　シロオビヒゲナガカミキリ

7eXS．31．Ⅴ～1．Ⅵ．　安房～小杉払　6exs．6．Ⅵ．　尾之間

5eXS．7．Ⅵ．　安房

39．Acalolepta sejuncta（Bates）　ニセビロウドカミキリ

leX．31．V．　安鳥l eX．7．Ⅵ．　安房

40．RhodOPinalewisii（Bates）　セミスジコブt：グカミキリ

4eXS．31．V．　安鬼leX．7．Ⅵ．　安居

41．Sophronica obrioicLeS（Bates）　イポメサビカミキリ

4eXS．31．V．　安房，l eX．7．Ⅵ．　安房

42．Doius divdricatus（Bates）　ドイカミキ：U．

leX．3．Ⅵ．　′」、杉谷

43．Rhopaloscelis unifasciatus Bl・e‘S凰ig・ヒトオビアタ．ゲ牢ミキリ

leX．31．V．　安房～小杉谷，2eXS．6．Ⅵ．　尾之間，
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leX．7．Ⅵ．　安房

アカメガシワの枯木よ少採集。

44・Mimectatina merldiana（Matsus且ita）コゲチャす．ビカミチリ

2exs．31．Y．　安房～小杉谷．2eXs．7．▼　Ⅵ，．安房

45．Graphidessa venata Bates　クモノスモンサビカミキリ

l eX，7．V．　安房～小杉谷

46．Euseb6ideS　壷t畠udal Gressitt　オビt／カミキリ

IeX．1．Ⅶ．　小杉谷　K．KushigenもChi

47．ErysarI紀nainsularis Hayashi　シマトゲ′＜カミキリ

IeX．3．Ⅵ．　4、杉谷，3exs．7．旦　安房～4、杉谷

ヤマモモの伐採枝よ少採乳

48．LelOpuS Stillatus（Bates）　＝rマダラモモプトカミキリ

l eX．2．Ⅵ．　ウィルソン株

ブナの倒木に産卵中の1♀を採亀

49．Exocentrusli＿neatuS】htesL　了トモyマルケシカミキリ

3eXS．2．Ⅶ．　小杉谷．3exs一　百．Ⅵ．　尾之陽　7exs．7．Ⅵ．　安房

50．　Glenea relicth fhscoe　シテホシカミキリ

leX．31．V．　安房～′j、杉谷，l eX．4．Ⅵ．　4、杉谷～化之江河

51．G．chIorospira Gahan　リ▲ウキュウルリボシカミキリ

leX．7．Ⅵ．　安房　K．Kushig8m払Chi

52．0berea japonica（Thunberg）？リンゴカミキリ

l eX．2．Ⅵ．　小杉谷

佐多岬附近でとれる個体によく似ている。

B　トカラロ之島天牛採集リスト

梅雨朗に入っていた為．ほとんど毎払　カッパを着て，採集した。口之島部落公民館に宿泊させ

ていただいたのであるが．私の不注意で公民鬼の壁を一部こがした事をここに記し，島民に深く謝

辞する次第です。

oSubfamilyIJ巳Pturinae　ハナカミキリ亜科

1．Caraphialepturoides（旭tsusf！ita）ケブトハナカミキリ

6eXS．28．Ⅵ～ユ∴Ⅶ．（以下，採集日は省略する。）

モクタチバナの花ユタ採集。

oSubfamily Cerambycinae　カミキリ亜科

2．ccresium holophaeum Bates　ヨコヤマヒメカミキリ

42exs．
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Ceresium属のものは，ほとんど全部吏クタチバナの花で採集したものである。

3　C fuscum Matsumura et Matsushita　リュウキュウヒメカミキリ

132eXS．

4　C．simlle Gahan　チャイロヒメカミキリ

32eXS．

5　C．longicorne Pic　ヒグナカt＝メカミキリ

6eXS．

6　Chlorophorus qulnquefasclatuS（CdStelndu et Gory）

ヨノスノトラカミキリ

28eXS．

モクタチバナ，了ノサイの花上より採集。

oSubfamlly Lamiinae　フトカミキリ亜利

7．Mesosa konoiIhyashi　ナカノロコマフカミキリ

65eXs．

主としてアコウ，ガノユマルの枯木より採集。

8　BumetOpia oshimana Breuning　オオ／マウス．7ヤカミキリ

38eXS．

b Apomecyna tsutsuiL Hayashi　トカラ／ラホンサビカミキリ

133eXS．

ウリ類，特にカラスウリの生きたノルよウ採集。

10　AsdPerda blCOStatdI血yasni　キンケチャイロカミキリ、

l eX

時期的に少し遅いような感じであった。

11　Sybrd bdCuilna Bates　71トモンチビカミキリ

Many exs

各日共，多数採集したが，特にフコク，カノユマルに多かったっ

12　S．ordlnata SLitlteSSerata Breuning　アヤモンチビカミキリ

66exs．

13　RoplCa formosana Bates　ウスフクモンサビカミキリ

130eXS．

了コウ，カ／ユマルの枯枝よク採集。

14　Pterolophid annulata（ChevroIat）　ワモンサビカミキリ

31eXS．

15　Pothyrle Silacea Pascoe　／ロスノドゥポリカミキリ

35eXS．
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クサギ，ホウロクイチゴの枯枝よカ採亀

16t Abryna coenosa CNewrrnn）サビアヤカ，ミキリ

l eXS．

7コウむ枯枝を後食中のものを採集）

17．Psacothea hilaris macronotataIhyashi　キポッカミキリ

125exs．

了コウ，ガジュマルの倒木より採集。産卵枯動を観腰してみたカミ　直径15～30C吼くらいの

材に多く集れ　交尾中の♀は幹に－，×字型の傷をつけ，谷が生殖器をはずすと，交尾姿勢のま

ま♀は尾端をまけ，産卵管を傷の真申に入れ産卵をする。これと同じ動作を少し離れた場所で数

監くりかえし行う。

18．Acalolepta hamai（Hayashi）トカラビ。ウドカミキリ

6eXs．

1豆白はクモの巣にひっかかっていた残がい。口之島に於ては個体数は少をい様k思われる。

19．0lenecarrptus bllobus taiwanensis Dillon et DiHon

ムツポシシ′ロカミキリ

45eXS．

7コウ，ガジュマルの留まかなり後食されていたが，結局．昼間虻採集できず，夜凰　7コウ，

ガジュマルの倒木に多数飛来してくるのを採集。昼間，Psacothea hi】arisのよく集ま

るような倒木に特によく飛来してきた。

20．Mimectatinh meridiana（旭tsushita）　コゲチャサビカミキ・リ

15eXS．

21．Exocentruslineatus satoi Ohbayas且1i　アトモンマルケシカミキリ

12eXS．

アカメガシワの枯枝より採集。

22．Gleneとt Chlorospila Ganan　リ1ウキュウルリボシカミキリィ

3eXS．

ノブドウり真を奴上に後食中のものを採集。

C　奄美大島天牛採奉リスト（確実な目撃を含む。）

主として酎中間を中心として採集を行なった。この年は′、プの当少年で，採集屯　3頭目堪し7㌔

OSubfamlly Lepturlnae　＜＼ナカミキリ亜科

1．CaTaphialepturoides（Matsushlta）　ケプトハナカミキリ

l eX．27．Ⅷ．　西仲間

2．Leptura amamlana Hayashi　7・マミヨツスジバナカミキリ

l eX．（目撃）　5，Ⅶ．　西仲間
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飛んでいたのをネタトに入れたが手に取って見てる時にエスケープされた。

oSubfamlly Cerambycinae　カミキリ亜科

3．Strαnatiumlongicorne（NeWnan）　イエカミキリ

IeX．29．Ⅶ．　名瀬

4．Ceresium holophaeum Bates’ココヤマヒメガミキV

leX．26．Ⅶ．　西仲間

5．C．fuscum Matsumura et matsushlta　ワークキークとメカミキリ

leX．28．Ⅶ．　西仲間

6．C．longicorne Pic　ヒゲナガt＝メカミキy

2eXS．27．Ⅶ．　西仲間

7．C．elongatum Matsushita　ホリガタとメカミキリ

2exS．27－28．Ⅶ．　酉仲間，leX．5．Ⅷ．　西仲間

8．Molorchus mizoguchiiIbyashi　ツヤケシ・ヒグナガコバネカギキリ

IeX，27．Ⅶ．西仲鼠　2eXs．4．Ⅷ．箇仲間

ノブドウの枯ゾルユタ採亀

9．ThraniuS obscuraIhyashi　ウスグロホソバネカミキリ

l eX．27．Ⅶ．　西仲間

了申メタツワの切株に産卵中の平を採集。

lU．ChloridoIumloochoanum Gres・Sitt　オオシマミドリカミキリ

10eXS．27．Ⅶ．　西仲間

夕刻，スダジイの伐採木上をあわただしく歩きまわっているのを採集。

11．jbTlotrechuS angulithOrax Gressitt　アマlミトラカミキリ

6eXS．26～28．Ⅶ．　西仲間，lleXS．3～4．Ⅷ．　西仲間

サルスペリの伐採木上でほとんど採案b

12．ChlophOruSIlMSCOSuS（BdteS）　フタオビミドリトラカミキリ

leX．26．Ⅶ．　西仲輸

13．C．quinquefasclatuS（Castelnau et Gory）

ヨツスジトラカミキリ

2eXS．27．Ⅶ．　西仲間，l eX．29．Ⅶ．　大勝

oSubfamiIy Lamiinae　フトカミキリ重科

14．Mesosa konoi arIBmiana hayashi　ナカジロゴ与フカミキリ奄美亜種

leX．28．Ⅶ．　西仲間，2eXS∴4～5．Ⅷ．酋仲間　一

15．ijurrEtOpia oshiImna Breuning　オオシマウスアヤカミキリ

leX．29．Ⅶ．　大勝

16．Sybra ordinata subtesserata Breunitlg．アヤモンチビカミキリ
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31eXS．26－28．Ⅷ．　西仲硯　31eXS．3～5．Ⅷ．　西仲間

17．Sybrobidoma sp．

2eXS．5．Ⅷ．　西仲間

スダジイのそだよb採集，Neosybra（？）mikuraensis　によく似てL？る。　＾

18．Ropica formosana nobuoi Breuning et Ohbayashi

ウスフクモ：／サピカミキリ

33eXS．26～28．Ⅶ．　西作風18eXS．3－5．Ⅷ．西仲間

19．Abryna coenosa（NeⅥmanJ　サ′ビアヤカミキリ

l eX．29．Ⅶ．　大勝

20．Pterolophia oshimana Breuning　オオシマサビカミキリ

4eXS．26～27．Ⅶ．　西仲間　6exS．3～5．Ⅶ．　西仲間

21．P．annulata（Chevrolat）　ワモンサビカミキリ

leX．27．Ⅶ．　西仲間，I eX．5．Ⅷ．　西仲間

22・Pterolophia gibbosipenJnis subcristipenniS Breuning et

Ohbayashi　コブバネサビカミキリ

4eXS．26～27．Ⅶ．　西仲間，6eXS．5．Ⅶ．　西仲間

スダジイのえだよ少探鳥

23．血Oplophora oshimanh（Fairmair）．オオシマゴマタラカミキリ

8exs．29．Ⅶ．　大勝

7カメガシワの樹皮を後食中のものを探鳥。

24．Uraecha osnimana Breuning　オオシマヤハズカミキリ

2eXS．27～28．Ⅷ．　西仲間，leX．4．Ⅷ．　西仲間

25．Monochamus kumageinsularisIhyashi　シロオビヒメヒグナガカミキリ

leX．26．Ⅶ．　包仲間，leX．4．Ⅷ．　西仲間

アカメガシワの倒木よ少採乳

26．Acalolepta ferriei（Breuning）一？ェリチビロウドカミキリ

leX．4．思．　西仲間

27．A．OShirnana（Breuning）　オオシマビワウドカミキリ

13eXS．26～28．Ⅶ．　西仲間，10eXS．3－5．Ⅷ．　西仲間

28．A．arramianと1（IもyilShi）　アマミビロウドカミキリ

3eXS．．26～28．1軋　西仲間，4eXS．3～5．Ⅷ．　酉仲間

29．0lenecamptus formosanus Pic　クカサゴ㌧／ロカミキリ

ieX．4．1撮．　西仲間

30．Sophronica obrioides（Bates）　イポメサピカミキリ

IeX．28．Ⅶ．　西仲間
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3i．エ三三∴、三二と二七日taIncridiEnr（リ⊥て〇u〇hiT：三ノ　コがチャサ∵カミ・予リ

ユeX．28．－コ．1誓棚乱　2eXS．5．1コ．　u竹閏

32　⊃oius divaricattlS f：ユlvoTarlegal：iS Hayashi　ドイカミキリ

ヱeX．26．Ⅶ．　酋仲間，1eX．5．Ⅷ．　西仲凰leX．5．Ⅷ．　芭仲間

3J HicrOzota王e uenoi Hayashl　フクモンヒメサビカミキリ

leX．5．Ⅶ．　函仲間

34　Euseboides matsudai Gressitt　ォビレカミキリ

7eXS．27～28．Ⅶ．　西仲間，8eXS．3－5．Ⅶ．　西仲間

35　0stedeslnermis densepunctatus HdyaShi

アマミハリムネモモプトカミキリ

33eXS．3～5．Ⅷ．　西仲間

スダノイのかを夕古いえだより採集。

36　Miaenia nakanel Hayashi　トカラケンカミキリ

leX．27．Ⅶ．　西仲間，2eXS．5．Ⅷ．　西仲間

37　Estoiiops fasciatus・rlObuoi（f；reunlng et Ohbayashi）

クロオビトゲムネカミキリ

22eXS　3～5．Ⅵ軋　西仲間

スダノイのそだより採亀

38　ExocentrusIineatus nobuoi Breuning et Ohbayashi

7トモン＝マルケ／カミキリ

6eXS．26～28．Ⅶ．　西仲間，l eX．29．Ⅶ．　大勝

19eXS．3～5．Ⅷ．　西仲間

P　′中永良部島芳年採集リスト

非雷に羊調度岸で，又，観相も貧弱なため，かんばしの結果をあげる事ができなかった。

oSubfamlly CerambyClilde　カミキリ亜右

ユ　CtlrO Ophorus quln（uefasclatuS（Castelnau ct Gory）

ヨノスノトラカミキリ

3eXS．J】．1召．（小さな島なので探失地は特記しなの。J

oSubfamily Lamiinae　フトカミキリ立科

2　Mesosa konol Okinoerabuensis Ohbayashl　ナカノロゴマフカミキリ

25eXS．31．1‡～2．Ⅷ

かな少の個体変異があク，なかには奄美のようを個体もある。

3　Bumetopia okinawanaI血ydShi　オキナワワスアヤカミキリ

l eX．1．Ⅷ
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図鑑によると同島のものはB．oshimaIlaこいう革になってレ1るがi　明らかにOShinuna

とはちがい，恐らくまちがって書かれたのであろう。

4．叔〕OneCyna historio CFabricius）？　ヨスジシラホシサビカミキリ

l eX．1．Ⅷ

体は細長く，一見するとA．tsutsuiiのよう奇個体であった。

5．Sybra pascoei t甘i蘭ancll3　GressILtt　タイワンチビカミキリ

I eX．1．Ⅶ

6．S．baculina Bates　7∵トモンチビカミキリ

3eXS．31．Ⅶ′、1．Ⅶ

7．S．ordinataloochooana Breuning　アヤモンチビカミキリ

15exs．31．Ⅶ～1．Ⅷ

乳　Pothyne variegata yayeya王mna Breuning et ohbayashi T

カスリドゥポッカミキリ

3eXS，1．Ⅶ　　P．hayashiiかも知れない。

クサギ，ホウロクイチゴの枯枝より採集。八重山の個体より少し′j、さいようである。

9．Abryna coenosa（New汀胞n）　サビアヤカミキリ

3eXS．31．Ⅶ

竹を加害中，・ヘゼの枯枝を後食甲，イシギの笑を後食中のもの各1頭づつ採集。

10．Pterolophia annulatとl（Chevrolat）　ワモンサビカミキリ

2eXS．・31．Ⅶ

11．Psacothea tenebrosaintermedia Breuning．et Ohbayashi

オキナワキポシ′カ　ミキリ

35eXS．31．Ⅶ～2．Ⅷ

シマクワよタ琵亀

12・Olen年Ca叩tuS bilobus taiwanensis Di・llon et Dillon

ムツポシシロカミキリ

IeX．3．1悪

アコウ，ガジェマルの票はかな少後食されているのに成動まあで少見当たらなかった。

E　沖栂天牛採集目録

1969年は4月上旬　5月上旬，8月中旬と採集を行なったが．8月に行った北部の与郡が一

番良かった。

oSubfa咄ly aseminae・マルクでカミキリ亜科

1．Cephala】lus＿uPicolor（G殖an）　ツシマムナクポカミキリ

l eX．12．Ⅶ．・与郡
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リュウキュウマツの伐採木よク採免

、OStlbfanTily Cerambycinae　ヵミキtl亜科

2．AllotraeusinsularlS Mitono．オキナウ、トビイロカミキリ

le羊・11・Ⅶ・与郵・‘

3．Ceresiun holophaeum Bates　ヨコヤマヒメカミキリ

leX．13．Ⅶ．一与都　＿
1

・4i C．fusucllm Matsum田ra et・Mi・ri由廿的a’‘リ▲ウキユクビメヵミキリ
パ

2eX5．8．押．首島　3exS．9．Ⅳ．名諷leX．10．Ⅳ．‾　首里j

5eXS．5．V．　首里，leX‾．7．▼‘Ⅴ、；一名謹

5．C．sinicum White　チッイPヒメカミキリ

‾leX．．8．Ⅳ．　首里，1eX．6．’Ⅴ．－首里三・

6．C．longicOrne Pic　ヒグナガヒメカミキリ

。和声亨，ニ6．Ⅴ．首亀：219exs．∵か㌫l甘．虹　与醜′
t

7．Chlorophorus quinquefasciatus（Castelnau et Gorvl

ヨツスジトラカミキリ

3eXS．12～13．Ⅷ．　与郡

oSubfamily Laminae　フトカミキリ亜科

8．BuIl旭tOpia okil】aWana　施yashi　ォキナワクスアヤカざキリ

27eXS．5－8．V．　首里，．2eXS．11－13．Ⅶ．与郵

首里では畑のまわ少のススキをたた1レイて採集。．1

9．Apomecyna historio（FabricluS）ヨスジ㌣／ラホシサビカミ千y｛

leX．I2．Ⅶ．与郡

10．Sybra pascoeU・taiwandユIa、∴Gressltt　タイワンチビカミキリ

leX．6．V．　首里，l eX．14．Ⅷ．　首里

11．S．baculina Bates　ァトモノチビカミキリ

Many exs．5～6こ　Y．．首鼠　5eXS∴7．V．　名蕗leX．8．V．　首鼠

9eXS．9～12．1．通与郡，15eXS．14～15．1軋　首里

12．Sybra ordinataloocl103na Breaning　アヤモンチビカミキリ

38exs．5～6．V．　首里，4eXS．7．V．　名護，3exs．8．V．首里，

106exS．9～13．Ⅷ．　与郡，4eXS．工4～15．Ⅷ．　首里

13．Sybrodiboma sp．

2eXS．12～13．軋．　与郵

おそらく奄棄大島のものと同種であろう。

14．Ropica hOneSta fhscoe　フクホシサビカ

3eXS．6．V．　首鼠　6eXS∴1王∴Ⅷ二1与孤
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15・R・COenOSa（Matsushila）フクモンアピカミキリ

Many exs．5～6．V－．首里　3eXs．7．V．　名璃

6eXS．8．V．　首里　55eXs．9～13．Ⅶ．　与孤

19eXS．14～16exs．　首里
I

16・R・loochooana＿（M‘at岳ushit．a．）ゴマ？サギカ・ミキリ

MaIly eXsノ．5、～6．Y．　首鼠　70eXs．9～13．Ⅷ．　与都

19exs．14～16．1硯．首里

17．…恥th掃eAshbvitt‘ip‘nhis B’reuning et＿Ohbayashi

ホブスジドゥポソカミキリ

l eX．7．V．　名護
1いtl1

1畠．し1°′Ab’吋na coenosa（Newman）　サビ了ヤカミキリ

5eXS．5～6．Y．首旦　5eXS．．1、1～13．吼　与郵

lleXS．14～16．1軋‘首里

ィヌビワの枯枚着後食中のiも品を多く採亀

19．Niphona yanoi Matsushita　ヤノヤハズカミキリ

leX．12．Ⅶ．　与郡

スダジイの枯枝より採乳

20．Pterolophia annulata（Chevrolat）　ワモンすビカミキリ

2eXS．5．V．　首亀　4eXS．11～13．1軋　与甥

3eXS．14－15．1乱　　首里

21．P．bigibbera Newnan　スジグカサビカミキリ

1eX．12．甑．与郵

22．P．gibbosipennis kuniyoshliIねyashi　コプJ＜ネサビカミキリ

6exs．11～13．Ⅷ．　与部

23．Psacothea‾　ten占burosh MatSuShita　ォキナワキポッカミキリ

2eXS．6．V．1首鼠　3eXS．3．Ⅷ．　首里，2eXS．12．吼　与邪

5eXS．14．Ⅷ．　首里

シマクワの生木および燈火に飛来したのを採集。

24．BIepephaeus‘okinawanusIhyashi　オキナワフトカミキリ

2eXs．11－13．Ⅷ．　寿都

25．UraeCha osbimaTla Breuning　オオシマヤハズカミキリ

2eXS・7・V・．名痩

26．AcdJofeDLta bふorb抽yash，i　すモロビ．ロウドカミキリ
．tt

7exs．9～r3．Ⅷ．－与郵

27．01enecarrptus bilobus nipponensis Dillon et Dillon
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ムツポッシロカミキリ

leX．8．Ⅳ．　首里，leX．10．Ⅳ．　首里

南部ではnipponensIsが採集され名が北部ではtaiw点nensisが採集されて卦タ．分

布上興味がもたれる。

28．」Mimectatina meridian云（Mat‘shsh．ita）　コグチャサピカミキリ

7eXS．11－12．Ⅶ．　与狐leX．16．Ⅷ．‾　首里

29．Miaenia hirashimai Samuelson　とラシテケッヵミキリ

IeX．13．Ⅶ．　与郡

30．Estoliops fasciatus nobuoi（Breuning et Ohbayashi）

クロオビトグムネカミキリ

6eXS．12～13．Ⅶ．　与郡

31．ExocentruslineatuS Okinawensis Breuning et Ohbayashi

了トモンマルケツカミキリ

43eXS．11～13．Ⅷ．　与郡，3exs．6、V．　首里

32．Glenealineata okinawana QIbayashi　占t ohbayashi

スジシロカミキリ

l eX．10．Ⅶ．　与郡

燈火に飛来した個体を採集。

F　宮古島天年採集目録

1968年夏に2匿採集を行なったので2日くらいの採集で切り上げるつもカだったが，台風の

影皆で1週間いる破凱てなったが単調を品なのでたいした成果はあがらなかった。

dSubfamily Lamiinae　フトカミキリ亜科

1．Mesosa cervir10Picta（Fairmiiir）　イシガキゴマフカミキリ

45eXS．17～23．Ⅶ．　平良

シマクワの枯木より採集。同島のものは全て，f．subkonoiである。

2・Apomecyna historiO（Fabricius）ヨスジシラホシサービ云亨キリ

68exs．17－23．Ⅷ．　平良

オキナワスズメウワむ生きたツルより採集。

3．Sybra pascoe taiwanella Grcssitt‘タイワンチとヵミキリ

10eXs・17・Ⅷ・、植物鼠　2eXS・20・胤植物図
1

4．S．baとulina Bates　7トモンチビカミキリ

Many exs．17～23．胤．　平良

5．S．ordinata flavostriata fねyashi　アヤモンチビカミキリ

6eXs．18．胤　平良，6eXS．21．Ⅷ．平良．2eXS．23．Ⅷ．平良
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6．Ropica honesta Pascoe　フクホシサビカミキリ

110exs．18～23．Ⅷ．平良

7．R．ceenosa（Matsushita）　フクモンサビカミキリ

99exs．18～21．Ⅶ．平良

8．R．loochooanaCMatsushita）　ゴマフサビカミキリ

126eXS．18′－23．Ⅷ．平良

9．Pterolophia annulata（Chovrolat）　ワモノサビカミキリ

15eXS．17、23．Ⅶ．平良

10．Psacothea teneburosa miyakoana Matsushita

オキナワキポッカミキリ

15eXS．18、21．平良

シマクワより採集。非常に個体変異が多く，中にはP．hilarlSのようを個体まであるが

hilarisとはシマクワの生木につく点ではっき少異なる。

11．0Ienecamptus bilobus rlippOnenSis Dillon et Dillon

ムツポッシ′ロカミキリ

48exs．17．Ⅷ．　植物園，10eXs．18．Ⅷ．　平良

40eXS．19．1Ⅲ．　植物凰　8eXS．20～21．Ⅷ．　平良

12．Mimectatlna rr肥ridiana（matsuShlta）　コグチャサビカミキリ

10exs．17～22．Ⅷ．　平良

G　伊良部島天牛採集目録

伊良部島は宮古島の西にある小さな島であるが，8月21日にこの島に渡り22日に宮古島にも

とっ七きたのであるが，見るふらに貧弱な島で昆虫粕も非常に貧弱であった。なお，採集日は杓れ

も8月21日をので省略する。

1．Mesosa cervinOpicta CFblrmalr）　イシガキゴマフカミキリ

8eXS．

こむ島のものも全て，f．subkonoiであった。

2．Sybrd bacullna　王ates　7　月Eンチビカミキリ

2eXS．

3．Ropica coenosa（Matsusnita）　フクモンサビカミキリ

10eXS．

4．R．honesta Pascoe　フタホシとメサビカミキリ

2eXS．

5．R．】00ChooanaLmatsushita）　ゴマフサビカミキリ

3eX5．
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6．Pterolophia annulata（Chevrolat）　ワモソーサ！ビカ／やキ・ツユ

3eXS．

7．01enecamptus bilobus nipponensIS DiHon et DiHon・

ムツオぐシ′シトロカミキリ

7exs．

8．Mimectatina rreridiana（Matsushita）　コゲチヤサビカ吉キリ

2eXS．

H　石垣島天年採集目録

石垣島においては，石垣市郊外のパソナ岳（土地ではカーラ山と呼ばれている。、」での採集品ば

か少である。

OSubfamily Cerambycinae　カミキy亜科

1．Stendryas clavigerainSularis Yokoyama　了メイロカミキ町

leX，29．Ⅳ

2．Ceresium sinicum shirakii Hayashi　チッイロヒメカミキリ

leX．11．Ⅳ．，leX．30．押．，leX．3．Ⅴ‥　βeXS．30．Ⅷ

3．C．longicorne Pic　ヒゲナガヒメカミキリ

leX．29．Ⅳ．，7exs．30．押．，10eXs．3．V．，7eXS．24．Ⅶ．，

5eXS．9．Ⅸ

4．C．elongatum Matsumura et Matsushita　ホソガタとメカミキリ

2eXS．3．V

5．Pseudiphra obscura Gressitt　ウスグロ7メイロカミキリ

l eX．3．V．，l eX．30．Ⅶ

6．Merionoeda septen亡riOTlalis oklTlコWana Ohbayasnl et

OhbayaShi　ニッポンモ七つ「トカミキリ

2cXS．11．打．，32eこて1．2：．机，483X3．30．1V．，26eXS．3．Y

？．ユ寺iGこrechu31trCnつてaいIS generOSljS Matsushita

ムネモユ′アカネトラカミキリ

l eX．1王．Ⅳ

8．．X．grayli CWbite）　ムネマダラ】・ラカミキリ

l eX．29．Ⅳ

9．Demonax ohbayashil SaImelson？

l eX．1．Ⅴ

スダジイの枯枚より採無。D．msatakalとは斑紋が異なってお少，毛のはげおちたよう

丁もをののでOhbayashiiと同定したが，もしかすると，InaSatakaiの－型かも知れな

－76　－



しハ0

10．Ch10rophorus quinquefasciatus（Castelnau et Gory）

コツスジトラカミキリ

I eX．3．V．，1eX．30．1且

oSubfamlly bmiinae　フトカミキリ亜科

11．Mesosa cervinopicta（FairInalr）　イシガキゴマフカミキリ

3eXS．11．Ⅳ．，8eXS．29．Ⅳ．，4eXS．30．Ⅳ．，4eXS．3．Ⅴ‥

6eXS．1∴Ⅴ∴　20exs．24．軋，16eXs．30．1軋，17exs．7．Ⅸ．，

3eXS．9．Ⅸ

各種広集樹伐採木より採集。特に樹皮の荒いクス科の枯木に上から下まで群がってついてゆる

のを伺度か見かけた。f．subkonoiは，ほんの少数しか入ってなかったカ与　この型は．先島

諸島山中でも平怨で樹相の貧弱な島では全て・この型である。この事については鑑ご述べる。

12．Apo汀把Cyna historlO（FabricluS）ヨスジシラホシサギ力持リモ

3eXS．30．Ⅶ．，立exs．7．Ⅸ

13．Neosybra sinuicasta Gres机t　タカサゴチビカミキリ

leX．29．押．，2eXs．1．Y．，2eXS．3．V

14．Sybra pascoei talWanella Gressitt　タイワンチビカミキリ

3eXS．30．Ⅳ．，2eXS．30．Ⅷ

15．　S．baculina BbTeS　アトモンチビカミキリ

leX．11．V．，Many exs．29．押～3．Ⅴ‥19exs．24．Ⅶ．，

8eXS．30．Ⅷ．，6exs，7．Ⅸ‥　2exS．9．Ⅸ

16．S．ordinata flavostriata　王iayashi　ァヤモノチビカミキリ

6eXS．30．Ⅳ‥　3exs．3．Ⅴ‥　3eXS．30．砲，，2exs．7．Ⅸ

17．RopicallOneSta Pascoe　フクホシサビカミキtJ

30exs．1．V．，25eXs．3．V

18．R．hayashli Breuning　ハヤシサビカミキリ

5eXS．30．Ⅳ．，50exs．1．V．，2eXS．3．V．，leX．24．1乱，

2eXS．30．岨

19．R．loochooana CMatsushita）　ゴマフサビカミキリ

66eXS．29．持～、3．V．，l eX．24．Ⅶ．，4eXS．30．Ⅷ

20．Pothyne・ilboline云ta Mats－ushita　クテスジドゥがソカミキリ

leX．1．Y．，IとⅩ．3．V

21．Niphona yanoi Matsushita　ヤノヤ′、ズカミキリ

2eXS．3．V，2exS．24．Ⅷ‥l eX．30．Ⅷ．，leX．7．軋，

l eX．9．Ⅸ
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スダジイの枯枝を後食中のものを採集。

22．Pterolophia kaleea（Bates）　イツガキシロオピサピカミキリ

2exs．30．Ⅳ．，3exs．1．V．，6exs．3．Y．，l eX．30．Ⅷ

スダジイの枯枝よク採集。

23．P．annulata（Chevrolat）　ワモンサビカミキリ

4eXS．3．V．題　3eXS．30．Ⅵユ

24．P．glbbosipennisirlOmOtei Breuning et Ohbayashl

コブバネサピカミキリ

ヱeX．29．Ⅳ‥leX．3二　Y．，lex．30．Ⅷ．，leX．7．K．，

l eX．9．Ⅸ

スダジイの枯枝上より採集。

25．Psasothea hilarisishigakiarla Ohbayashi et Ohbayashi

キポッカミキリ

l eX．24．Ⅷ

26．Blepephaeus yayayarrni Breuning　ヤキヤマフトカミキリ

1eX．30．iV‥l eX．30．Ⅶ．，1eX．7．Ⅸ

27．Monochamus maruokalIもyashl　キマダラビメヒゲナガカミキリ

2eXS．王．V．，4eXS．3．V

28．MimOrSldes yayeyamensis SamlelSon　7ナノくネヒグナガカミキリ

2eXs．29．押．，leX．1．Ⅴ

了コクの枯舷より採集。

29．Cy王in（】lHa formosana cGressiltり　タイワンツツサビカミキリ

l eX．24．1遇

30．MlmeCtatina　汀紀rlGlana CヱノIatsushitaJ　コグチャサピカミキリ

2eXS．30．Ⅳ

31．Doius divdricat∴S fuIvovarlegatuSi迫yaShi　ドイカミキリ

l eX．24．1ぷ

32．Rondibiiis elongatus　王泡yas上1　モモブトトゲバカミキリ

5eXS．30．Ⅳ．，15eXS．1．V．，2eXS．3．V

7コウの枯木よカ採集。

33．Miaenia brevicoHis Gressi．日　ヤエヤマケシカミキ・1

5eXS．30．押．，5ヒⅩS．1．V．，33．eXS．3．V．，l eX．30．Ⅷ

34．Estoliops fasciatus sakishimanus　（Gressitt）

クロオビトゲムネカミキリ

11eXS．3．V．，leX．7．Ⅸ
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スダジイの枯枝より採集。

35・t奴ocentrus　五n atus　月ates　ァトモンマルケシカミキリ

5eXS．30．Ⅳ．，41eXS．王．Ⅴ‥　55eXs．3．Ⅴ

ブコクの枯枝よク採集。八重山産のものは，まだ亜繹名がついてないので原種名を使用。

36．E．hayashil Samuelson T　ハヤシケシカミキリ

2eXS．1．Ⅴ‥　3exs．3．Ⅴ

前種とは，環境のちがう所で採集でき，又，体もかなク′J、さレ1が，解剖してダニクリフまで調

べないと．穏っきカした事は言えない。前短の－塑かも知れなの。

37．Glenea lineata Gahan　スジンロカミキリ

2eXS．11．Ⅳ

台湾産のものに近い。

38．G，iwasakii Kano　ィヮサキキ／スジカミキリ

leX．1．V

39，0berealShigakiana Matsushita　ィシガキリンゴカミキリ

3eXS．11．Ⅳ‥　17eXS．29．Ⅴ～3．Ⅴ

上記の天牛の他に，マンティブルだけではあるが，Megopis属のものと思われるのを9月

9日，ノくンナ岳山頂でひろった。

題　西表島天牛採集目録

現在　八重山群島で原生林が残っているのは，この島だけであるが，その原生林も，白浜附塩

仲良川流域はほとんど製紙会社によケ伐採されてお仇＿1970年夏からは，滞内川流域督伐探し

はじめる快様で八重山開発とレ、う名目で伐採を行なってお＿り，島民も西表の自然の素晴らしさも気

づいておらず，このままでは，2，3年後には見るも無残をありさまになるのかと思うと，残念で

早く保護政策がとられなレ1と，包家的損失のみならず世界的損失となるであろう。

1969年杭4月，9月に25E潤にわたり調査官行ない，まずまずの成東をあげる事が出来た。

oSubfamlIy Cerambycinae　カミキリ亜科

1．CeresiuiTI Sincicum shirakii f壬ayashi　チッ1ロヒメカミキリ

ieX．13．軋　大畠leX．20．Ⅳ．　ゴザ馬

5eXS．23．押．　大畠leX．3．軋　仲良川上流

4月ころには，夜間，ユリの花に文集してくるのを採集。

2．C．fuscum j虹atsumura et Matsushita　リ．1ウキAウヒメカミキリ

l eX．18．押．　ゴザ岳

3．C．slmile Gahan　チャイPヒメカミキリ

l eX．27．軋　大富

4．C．longicorne PICl　ヒグナガヒメカミキリ
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leX．16．押．　ゴザ品leX．18．Ⅳ．　ゴザ島leX．25．汀．　大富，

leX．28．Ⅳ．　大島　3eXS．31．Ⅶ～1．Ⅸ．　白浜，

17exs．2－4．Ⅸ．　仲良川上流

5．C．elongatum∴Matsushita　オ主ソガクビメカミキリ

leX．13．Ⅳ．大島leX．16．Ⅳ．　ゴザ島leX．25．Ⅳ．大島

l eX．28．Ⅳ．　大富

6．C．sp．

l eX．26．Ⅳ．　大富．

C．holophaeumによく似ている。

7．Longipalpus dllatipenrlis（Gressitt）

リュウキュウヒメ了メイロカミキリ

leX．26．Ⅳ．　大富，leX．1．Ⅸ．　伯浜

アカメガツワ花上　スダジイのそだより採集。

8．Epania maruokaiIねyashi　了オヒメコバネカーミキリ・

leX．19．Ⅳ．　仲良川上流

スダジイの枯枝にとまっていたのを採集。かな少大きを9相程度の谷であった。

9．MeriOnOeGa Septentrionalis okinawana Ohbayashi et

Ohbayasni　ニッポンモモプトコバネカミキリ

2eXS．13．Ⅳ．　大富，27eXS．23－28．Ⅳ．　大富

10．恥lotrechus grayii（White）ムネマダラトラカミキリ

5eXS．12～こ3．汀．大畠leX．26二　Ⅳ．　大富

11．Xylotrechus atronotatus generoSuS Matsushita

ムネモンアカネトラカミキリ

4eXS．13～14．Ⅳ．　大畠　2eXS．16．炉．　ゴザ鼠

leX．28．押．　大富，l eX．2．Ⅸ．　仲良川上流

12．Chlorophorus hnnuIaris CFabrlrCluS）クケトラカミキリ

ieX．22．Ⅳ．　大富

13．C．yayeyamensis CK叩O）　ヤエヤマrラカミキリ

leX．12．汀．　大畠　2eXS．22－23．Ⅳ．　大富

14．C．quinqucfasciこtuS CCastelnau et GqryJ　ヨツスジトラカミキリ

3exs．24、27．汀．　大富

oSubfamily bn元inae　フトカミキリ亜科

15．Mesosa cervinopicta（Fairmair）　イシガキゴマフカミキリ

10eXs．12～14．押．　大島l eX．19．Ⅳ．　大富，

8eXS．23～28．Ⅳ．　大富　7eXS．31．Ⅷ～1．K．　白浜，
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68eXs．2～4．Ⅸ．仲良川上甑　23eXS．5．＿K．　白浜，一二

16．Mesosa sp．

2eXS．3～4．Ⅸ．　仲良川上流

前程に酷似している。

17．MicroInulciber quadrisi如atus Schwarzer　ヨツチジカミキリ

leX．4．Ⅸ．　仲良ノIL上流

アコウの枯枝よク採亀

18・ApOmecynp　卓i＄一t－Orio・（FabrlCius）’ヨスジシラ年yサビカミキリ

leX．14．押．．大富，6exs．31．’Ⅷ．白浜

19．A．sp．

leX．25．Ⅳ．′．大富

前種に較べ体が細長く，A．tsutsuiiのように見えるが細かい点をはっきカ調べないとわ

からない。

20．Sybra pascoei‡aiwahel1a’Gressitt　メイワンチビカミキリ

9eXS．12～14．Ⅳ．　大島　9lexs．24～25．Ⅵ．　大畠

16eXS．31．Ⅶ．　離島　4eXS．2～4∴Ⅸ．　仲良川上甑

3eXS．5．K．　白浜

主としてフジのつるより採集。

21．S．bacullna Bates　アト1モンチビカミ嘉リ

Many exs．12～14．Ⅳ．　大富，Many exs．23－28．Ⅳ．　大宮

67exs・31・Ⅷ～l・Ⅸ・白鴎　30exs・2～4，・Ⅸ・仲良川上猟

17′eXS．5．K．　白浜

22．Sybra ordlnata flavostriataIIayashi　アヤモンチビカミキリ

Many exs．：12～14．押．大島　Many exs．23－28．Ⅳ．　大畠

53eXS．31．Ⅷ～1．Ⅸ．　白浜，22eXs．2～4．Ⅸ．　仲良川上れ

14eXS．5．Ⅸ．　日韓こ

23．Ropica honesta Pascoe　フメ姦シナビカミキリ

Mhny eXS．12′∵14．控．・大島　泌加y eX去．22～28．押．大畠

70exs・3王・Ⅶ～1・Ⅸ・白甑14eXS・5・．Ⅸ・＿　白浜

24．R．hayashii Breunlng　ハヤシサをヵミキリ

Many exs．12～14．Ⅳ．　大島　Many exs．22－28．押．　大島

22eXS．31．、Ⅷ～1．．ⅨL　日甑　43exs．2⊥4．Ⅸ．仲良机上猟

30eXS．5．K．　白浜

25．R．loochooana（Matsushlta）　ゴマフサピカミキリ

Many exs．12－14．軋　大富，Many exs．22～28．Ⅳ．　大志
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20eXs．31．1盟～1．K．　白浜，2IeXs．2～4．Ⅸ．仲良川上施

17eXS．5．Ⅸ．　白浜

26．Potllyne albolineata Matsusllita　クテスゾドゥポソカミキリ

leX．1．K．　白浜

27．Niphona yanbi’’Matsushita　ヤノヤ′、－3（カミキリ

leX．3．Ⅸ．　仲良川上流

スダジイの枯枝より採集。

28．Pterolophia kaleea（Bates）　イシガキシロオピサビカミキリ

leX．1．Ⅸ．　白浜

29．P．aIlnulata（Chevrolat）　ワモンサビカミキリ

64eXS．12～14．Ⅳ．　大富，32eXs．23～28．Ⅳ．　大富

10eXS．31．Ⅶ㌣1．K．　日払　5eXS．2～4．K．　仲良川上流

30．P．latefascia Schwarzer　ヨコスジサビカミキリ

5exs．12－13．Ⅳ．　大島lleXS．23～29．Ⅳ．　大富，

l eX．1．Ⅸこ　　白浜

7コウの枯枝よ少採集。

31．P，gibbosipennisiriOrnotei Breuning et Ohbayashi

コプバネサビカミキリ

leX．1．K．白浜，17eXS．2－4．Ⅸ．　仲良川上流

スダジイむ枯枝よ少採集。

32．PSaCOthea hlIarisiriomotensis Hayashi　キポシカミキy

8eXS．12－14．Ⅳ．　大畠ll eXS．26～27．押．　大富，

leX．1．K．　白甑　2eXS．4．Ⅸ．　白浜

アコク，ガジュマルの枯木よ少採集。石垣島のものと全く変わらをい。

33．Mimorsidis yayeyamensis Samuelson　ァナバネとグナガカミキリ

l eX．14．Ⅳ．　豊原，1eX．1．Ⅸ．　白浜，

9eXS．3～4．Ⅸ．　仲良川上流

了コウの枯枝エカ採集。

34．0lenecamptus bi王Obus nipponensis Dillon et Dillon

ムツポシシロカミキリ

leX．13．押．．大富，32exS．23～28．押．・大富，

l eX．1．正．　白涯もleX．4．K．　白浜

夜周，7コウの枯木に集まってきたのを採集。

35．XerlOlea asiatlCa CPic）　シモフリナガt：グカミキリ

Many exs．12～14．押，Many ex5．23～28．押．　大島
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24eXS．31．Ⅶ～1．Ⅸ．　白鴎　54eXS．2～4．K．　仲良川上施

50exs．5．Ⅸ．　白浜

7コウ，イヌビワの枯枝エク多か採集。

36．Mimectatina meridiana（Matsushita）　コゲチャサビカミキリ

9eXS．12－14．Ⅳ．　大島1eX．18．Ⅳ．　ゴザ包

4eXS．2～4．Ⅸ．　仲良川上流　2eXS．5．Ⅸ．　白浜

37．Rondibilis elongatus　施yashi　モモプトトゲバカミキリ

2eXS．14．付．　大富，73eXS．23－28．Ⅳ．　大富

了コウの枯枝ユタ採集。

38．Miaenia brevicOllis Gressitt　ヤエヤマケシカミキリ

l eX．3．Ⅸ．　仲良川上流

39．Estoliops fasciatus sakishimanus（GresSitt）

クロオビトグムネカミキリ

4eXS．2一一4．Ⅸ．　仲良川上流

スダジイの枯枝より採集も

40．G王enea lineata Gahan　スジシロカミキリ

10eXS．16～18．押．　ゴザ岳

ナシカズラの垂を線状にかじっている甲を採島

41．G．iwasakll　施no　イワサキキンスジカミキリ

1eX．25．押．　大富，1eX．27．押．　大富

42．0bereaislligakiana Matsushita　イシガキリン∵ゴカギキリ

l eX．14．押．　豊原

J　与謝因島天牛採集目録

同島には4，5日しかいなかったが，非常に採集しやすい島で．渾足すべき成果が上がった。採

集は租紆沙ら字良部岳周辺にかけて行なった。

oSubfamily Cerambycin－ae　カミキリ亜科

1．CeresiumlonglCOrne Pic　とゲナガt＝メカミキリ

39eXS．25～28．Ⅷ

2．C．elongatum Matsuslilita　ホソガタとメカミキリ

2eXS．26．Ⅷ

oSubfamily Lamiinae　フトカミキリ亜科

3．meSOSa CerVinopicta yonagunlIもyasni　イシ∵ガキゴマフカミキリ

10eXS．25～28．1ノ旭

フェユックス属のヤシの笑から半分以上採集，
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4．’Apomecyna historio（Fhbricius）　ヨスジシ▼ラホシサビカミキリ

22eXS．25～28．Ⅶ

5．Sybra pascoei tdiwaneHa Gressltt　タイワンチビカ，ミキリ

‾3eXS．26～27．Ⅶ　　　　　　　　　　て

6．S．baculina Bares　7トモンチ・ビカミキリ

48eXS．25～28．Ⅷ

7．S．ordinata fulvostriataIhyashi　7ヤモンチビカミキリ

41eXS．25～28．Ⅶ

8．Ropica hone竿ta Pascoe　フグホシサビカミキリ

13exs．25一一28．1血

9．R．hayashli Breuning　ハヤシサビカミキリ

51eXS．25～28．Ⅶ

lO．R．loochooana（Matsushita）　ゴマ7サピカミキリ

23eXS．25、28．Ⅶ

11．Nip上10na yanOi Matsushita　ヤノヤハズカミキリ

2eXS．27、∠8．Ⅶ

スダジイの枯枝よ少採集。

12．Pterolophia kaleea（Bates）1シカキソロオピサピカミキリ

2eXS．27′－28．ld

スダジイの枯枝より採集。

13．Pterolopnla dnnulata（CheVrOlat）　ワモンサビカミキリ

9exs．25～28．1岨

14．Psacotflea hIlaris yon露iana Ohbayashl et Onbayashl
宮辻

キポシカミキリ

40eXS．25、28．Ⅷ

了コクの伐採木上か綴簸「地東嶺のものでほ紅頭l輿のものに近い。

15．AnoplophoralllaidSiaca ryukyuensISI包yaShi　ゴマダラカミキリ

l eX．26．撮

スダジイの葉を俊食中のものを採集。

16．BlepepilaeuS decOioratus yonagunli Breunlng et Onbayashl

クスイロフトカミキリ

3exs．26～27．u

l7．B．nobuoi Breunlng et Ohbayasni　ノブオハイイロフトカミキリ

l eX．25．Ⅷ

18．Mimectatina rrh！ridiana CMatsushita）　コグチJrサビカミキリ
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3exs．25－26．Ⅶ

19．－D－iboI叫loocnooana（Ma．tsusとはt元）　オキナワサギカミキリ

ZeXS．27～28．Ⅷ

20．Euryclytoseコnia nomuraiIiayashi　ヨナグニジュウジクロカミキリ

7exs．27～28．Ⅶ

了コウの生木の枯死部をいし抜枝が折れてトそのまま生木にぷらさがっているような至芸境で採

集できる。紅頭唄に於いてはガジュマルの生木の枯死部よク採集した事から考えて，．おそらくホ

ストは了コウ，ガジュマ’ルであろう。

21．Miaenia sp．

2exS．27－28．Ⅷ

スダジイの生木の枯死部より謀集d・

22．Estoliops fasclatuS Sakishimanus C Gressitt）

クロオビトゲムネカミキリ

6eXS．26～28．Ⅷ

スダジイの枯枝よ少採始。

以上．1同定虹．良男学評論，原色日本昆虫生態図鑑（カミキリ編），原色昆虫大図鑑月によった

が，聾者の未勲をため，もしかすると同定誤りがあるかもしれない事を御了承願いたい。

をか，標本作成に当り，お手数をかけた生研メンバーの高橋．坂元両氏に悠認め意を表する。
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裏嶽忠盛誌j合格蛾類採集報肯

坂　根　仲　樹

1969年の合宿に於いて，7月9日及び11日の両日夜間採集を行なった。その際に採集した

蟻の記録を報告する。フ∈おりハろいろ在仏子細及び採集品の同定督してくださった竹村芳夫民にこの

紙面を借りて御礼を申し上げる。種名の配列柁北陸飴の「原色昆虫大図鑑I」を参考にした。

1　スズメガ科（SphlngIdae）

1．ウンモンスズメ

3．ブドウスズメ

1．オオミズアオ

9　1頭

9　1頭

2．クルマスズメ　　　　　　　　　9　2立白

4．フリ　ッツェホウジャク　　11　1頭

Ⅱ　ヤママユガ（baturnHdae）

9　1豆白

雌　ヒトリカ科くArctiidae）

1．ムジホノバ

3．7カスジシ′ロコケガ

5．ハガクベこコケガ
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q
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2．マエグロホノバ　　　　　　　9　1功

4．．オオペニヘリコケガ　　　11　1頭

Ⅳ　ヤガ科（Noc七uiuae）

コ．リンゴケンモ／

3．クマナヤガ

5．クロクモヤガ

7．ウスイロカバスジヤカ

乱　キシタミドリヤガ

10．カラスヨトウ

13．ムラサキツマキリヨ1トウ
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2．　イチモンジキノコヨトウ

4．　カブラヤガ

6．　カバスジヤカ

9．　7ワヨトク

エ1．キクビヨトク

12．　ヒメサビスジヨトウ

14．クロギユ／ガ

1－86－
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15．ミドリリンガ

17．エゾギクキンウワノく

19、　コカクノキンクバ

20．シロスジトモエ

22．ナカジロシクバ

2　5．　シロテンツマキリアツバ

27．クロキシメアツバ

3　0．　ツマカ‾ピーアンバ

1．　クビワシャチホコ

1．　シロオビドクガ

1．オビガ
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16。シロスノアオリンガ

18．　キクキンウワバ

21．モンムラサキクチバ

23．フクラスズメ

24．7カテンクチノく

26．ヤマガク∵アツバ

28．－オオアカマエアツバ

29．ヒゲブトクロ7ツ′く

Ⅴ　シャチホコガ科（Notodのhtidae）

9　2頭　　　　2．ヤスジシ′ヤチホコ

11　2頭

Ⅵ　ドクガ科（Lyr鵬ntriidae）

9　1項　　　　2．ナカグロキドクガ

Ⅶ　オビカ科（Euptepotidae）

9　1瑚

Ⅶ　トガリパガ科（ThyatH目元は博）

1．モン　ガ　ノく　　　　　　11　2豆白

1．　7カウラカギンく

Ⅸ　刀ギバガ科（りl・e置aridae）

111．或　　　　2．アシベニカギパ

Ⅹ　シャクカ科（Geom旧uPidae）

1．ハスオビトガリシャク　　　9　1頭　　　　2．ウス了オシャク
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鼠　コシロスジアオシ′ヤク

5．　ヨ・スジキヒメシャク

7．キマダラオオナミシャク

10．ノくラシロユダ㌧／ヤク

ユ　3．ツマジロユダシャク

9　1頭

11　2頭

9　　2頭

1王　1頭

9，1頭

11　2頭

11　1豆白

15．チャノウンモンユダシャク　9　1頭

17．リンゴツノユダシ・ヤク　1’▼、9‥．’1嶺

19．ウスクモエダシャク

22．キバラエダシャク

24．ウコンエダシャク

25．クスキツノくメエダシャク

9　2頭

11　2頭

9　3頭

11　1頭

rl‘1頭

9　1頭

4．　コヨツメ了オシャク

6．フクモンクロナミシャク

8．ハガ、クナミシャク・・

9．キスジシ′ロエダシャク‘‾

王1．7　モノオピエタシャク

12．．クロバクノレマユダツヤク

14．キオビゴマダラエダシャク
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16．マツオオエダシャク　　　11

16．　フトフメオビエダシャク　　　9

20．エクリヅマエダシャク　111

21．．ミスジツマキリユダシャク　9

11

23．ウラペニユダシャク

刃　ボクトウガ科．（Cossidae）

1．ゴマアポクトウ　　　　　111頭

湖　メイガ科（PypaIIci＝まae）

1．　コネアオフトメイガ

3．ナカムラサキフトメイガ

5．ホソハトガリメイガ

7．キガゾラトビイロシ‥マ

メ　イガ

10．モンキクロノメイガ

12．クワノメイガ

13．マダラシ′ロオオノメイガ
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2．キイフトメイガ　　　　　　11

4．．ムモンホノバトガリメイガユ　ユ

6．オオウスべニトガリ　メイガ　9

8．クスグロノメイガ

リ．　シロテンキノメイガ

11，マエアカスカシノメイガ

11

11

9

11

ヱ4．クロモンハイイロノメイカ11

兢

　

頭

　

頭

　

頭

　

扇

　

頭

　

頭

　

鴎

　

録

　

画

　

頭

　

頚

　

頭

　

頭

1

　

　

3

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

’

▲

　

　

王

　

　

l

 

l

 

l

 

l

　

　

1

　

　

2

　

　

1

由

　

成

　

虫

　

頭

　

碗

　

頚

　

城

　

胡

l

 

l

I

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

1

以上，12科88樺の報告をする。採集者曙坂根仲梅　稲村芳美，宗武彦，福山孝一1坂元幸「

高橋気，吉倉成胤　による。筒上記中，9又は11とかいたのは，1969年7月9日又は11日

のことである。

〔工学部　建築科3年〕
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稟皇子岳畠期合宿・墟…由採稟車道告

吉　倉　成　治

1969年の生物研兜会の夏期合宿を粟野岳温泉宿をベースにして．7月9日から15日までの

一週間行なった。

最初の計画によると，栗野岳→えびの高原→勝之野と一週間を過こすはずであったカミ　折からの

梅雨期で宿に着いた翌日から5日間雨が断続的に降り続いたため∴奥野岳温泉宿に足止めされざる

を得なかった。しかし何もできなかったわけではなく，我々臓は雨のやんだあレつ間をみては，

温泉宿付近やアカガシ，アカメガシワのある琉　カシワ林等に出かけた。「禍転じて福」というこ

とか，雨がやんだ後はよく旗が飛びたつ。それに日が少しでもさしてきたりすると絶好の採集時と

そる。このよう堕して梅雨期という悪条件ではあったかも一週間のうちに粟野岳での新記録である

メス了カミドリシジミを含む7科39種を採集することがで綾0、1万貢亨一
採集者は吉倉成治，坂根仲観　稲村芳夷　福団孝「　楠本敬巌の以上6人である。

採集記録は次むとか少である。なか現己しないかぎり採集者と標本1癖‘者は同一人物である。

文末ながらこの記録督まとめるにあたって，メス7カミドリシジミの同定をお短いした鮫島利両

氏に感謝のたします。

I HES眉㌣運＝lDAE　セセリチョウ科

1．DalmlO tethys dalSe了ll Rlley　タイミaウセセリ

栗野岳温泉（18：†皿．12，坂根），（3頭；Ⅶ．15，坂元）。オカトラノオにて放蜜

2．Thoressa varla．M心rray　コチャノくネセセリ

栗野岳温泉～永谷し18：Ⅷ．14，坂根J

3．IsotelnOnlampruspllus C．et R．FelQer　ホノバセセリ

栗野岳温泉～永谷し18：甑．14，坂根）（1♀：相．115，青倉）

4．　0chloces ocnracea rikucil】na Butler　　ヒメキマタラセセリ

（18：悩．9，楠本　標本所有者：吉倉J　栗野岳温泉～カシワ林（1谷：Ⅶ．9，坂根）

5．Potanthus flavlm Murray　キマダラセセリ

粟野昏温泉～カシワ林（1♀：Ⅷ．9，坂根）栗野岳温泉Cl谷：切．15，吉倉）

6．、PolytremlS pe日uclqa murray　オオチヤバネセセリ

鹿野岳温兢∵カシワ林（1谷：Ⅷ．9，坂根）（1頭：Ⅶ．11，稲村）。至る所で目撃した。

アカメガ．アワ，オカトラノオ等の花で政変していた。，

7．Parnar云guttata Bremer et Grey　イチモンジセセリ
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粟野岳温泉（1省：Ⅷ．14，坂根〕

8．Notocrypta curvlfascia C．et R．Fe王cLer　クロセセリ

粟野岳温泉～永谷（且♀：糊．15，坂根）

∬　PAPj L10NIDA旺　アゲハチョウ科

9．Byasa alcinous Klug　ジャコウアゲハ

栗野岳温泉～カシワ林（18：1Ⅲ．13，坂根）（18：Ⅶ．14，坂元）（13；Ⅶ・15，

坂元）

10．Papili－o protenor demetrius Cramer　クロ了ゲバ

（181♀：Ⅶ．12，稲村　標本所有者：吉倉）

11．Papi110　maCllentus Janson　オナガアゲハ

栗野岳温泉～カシワ林（18：Ⅶ．11，坂根）（18：Ⅶ．13，福田　榎本所有者：吉倉）

この他に7月11日，坂元君によって栗野岳温泉～カシワ林の橋の下で吸水のため，あ六∵りを

飛び回っているのが観察され，また多数が目撃されている。

12．Papilio bianor Gehaanl C．et R．FelcLer　カラスアゲハ

柴野岳由泉LlaニⅦ．且乙，吉倉）栗野岳温泉～カシワ林（18：Ⅶ．13，坂元）。

前者はオカトラノオの咲いている所を飛翔していた。吸蜜をしようとしていたのかも知れない。

後者は橋の付近で放水していた。

Ⅲ＋置㌧＝E只lmIAE　シロチョウ科

13．Pleris melete Menetries　スジグロシ′ロチョウ

栗野岳温泉～カシワ林（1♀：Ⅶ．9，坂根J　粟野岳温泉し18：Ⅶ．12，吉倉）（18：

Ⅶ．ヱ4，吉倉）。一般に多数見かけた。この他に，採如しをかったがキチ苫ウ，ツマグロ

キチョウ等むシロチョウ科悪も多数見かけた。

Ⅳ　LYcAEPJ題DAE　シジミチョウ科

14．Narathura japonlCa Murray　ムラサキシジミ

栗野岳温泉～カシワ林（2一83：切．9，吉倉〕（18：切．10，吉倉J C183♀♀：

1Ⅱ．15，∴坂元）（2♀♀：Ⅶ．11，稲村）（2882♀♀：Ⅷ．12，稲村j　多数樋

ユ5．1もr邑軸ura baza王us turbata BⅢtler　ムラサキツゲメ

（1谷：Ⅷ．且1，坂元）

16．A如五gliuS butler豆　flenton　クスイロオナガシジミ

カシワ林Cl頭：1Ⅱ，9，吉倉）

17．CilTySOZephyrus　云maragdlnuS Br，emer　メスアカミドリシジミ

栗野岳温泉～カシワ林（1♀：切．14，稲村J：同蓬者し鮫島利両氏）。私の知見するとこ

ろ，東男岳では新記録である。採集場所は，粟野岳温泉とカシワ林のほほ甲間にある橋のすぐ

近くの道路沿いの了カガシと7カメガシワのある所である。ここには他にキリシマミドリシジ

ミやムラサキシジミ，アオバセセリを含むセセリチョウ科類が多く飛来していた。
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18．Chrysozephyrus a℃aXus・klrishimaensis Okajima　キリシマミドリ

シジミ　　野岳温泉～カシワ林（18：Ⅶ．10，吉倉J（r谷：Ⅶ．10，坂根ル（j♀：

Ⅶ．11，坂元）（1谷：相．1右．稲村）（1♀：Ⅶ．14，稲村）栗野岳温泉（18：Ⅶ．

15，吉倉）。この他にも多数目撃した。採集した大部分は，前述のメス7カミドリ，シジミを捕

えた場所と同じ所である。

19．Lycaena phlaeas dalmio Seitz・ベニッジミ

栗野岳温泉（18：Ⅷ．11，吉倉）Cl省：Ⅷ．11，稲村）Cl♀：叩．9，吉倉）（1

♀：Ⅶ．12，吉倉）。多数目撃した。ノギクの†種と思われる花に吸蜜吟来ていた。

20．Taraca hamada㍉Druce　　ゴイシシジミ

粟野岳温泉へ・永谷Cl♀：Ⅶ．15，坂根〕

21．ZIZeeria maha argia MenetrieS　ヤマトシジミ

（18：Ⅶ．軌∴吉倉）‘（118：Ⅷ．12，稲村）（18：Ⅷ．14，吉倉）。多数日払

22．Celastrlna．・argio王usladonides deI′Orza JL／リシジミ

粟野岳温泉～カシワ林Cl谷：喝．10，坂根）（2古谷：招．14，坂根）粟野岳温泉～

永谷（18：Ⅶ・15，坂根）日吉：相．9，吉倉）（18：Ⅶ．且1，吉倉）（383：

Ⅶ．11，稲村）（且谷1♀：1悪．且2，吉倉）（18：Ⅶ．12，楠本　標本所有者：吉倉ノ

（18：Ⅶ．且2，稲村J（2古谷：Ⅷ．13，稲村）（1省：Ⅶ．14，吉倉J C且谷：

Ⅷ．15，吉倉）。・多数日聾した。

23．ccjastYlna aibOcaeTulea sauteri FrujlStOr fer　サツマシジミ

（1♀：Ⅶ．11，吉倉）（1谷：Ⅶ．且：，坂元）（1省：Ⅶ．互1，稲村）（4古谷：Ⅷ．

12，富倉J（181♀：Ⅶ．12，坂元）（1谷：軸．13，吉倉）（18：Ⅶ．ヱ3，稲

村）（288：相．且5，坂元）。．栗好感温泉～カシワ林（2古谷：Ⅶ．9，坂根）粟野岳

温泉Cl♀：Ⅶ．14，坂根）粟野岳温泉～永谷（18：Ⅷ．15，坂根）多数種。

24。EvereS argianes he日0tia Menetries　ツバメシジミ

東野岳温泉Cl谷3♀♀：Ⅶ．12，吉倉〕（18：Ⅷ．ヱ5，坂元J

y DAidA gnAE　マダラチョウ科

25．Parantica sita nlphonica　兢00re、アサギマダラ

稟野岳温泉～カツワ杯（且♀：招．11，東根）（12㌢；Ⅵ「．13，吉倉）。辺を掃いたまま，

ふわふわと飛びかう。」劇甫えそこなうと天高く象ハ止って飛び去ってしまう。

Ⅵ＋NY載ほ細山M」＝DA旺＋タテハチョウ科

26・ArgyronoI把iaodiceJapOnjca▼menetrle5　ウラギrそジヒョウモン

栗野岳温泉（181♀：融．且2，坂根日18：Ⅷ．10，坂元）（1♀：Ⅷ．王2，坂元）

（1♀；Ⅶ．且立，吉倉〕（18：Ⅶ．15，坂元）。オカトラノオにて政変。

27．Argyronme ruSlana　呈yslppe Janson　オオウラギンスジヒョウモノ

Cl♀：Ⅷ・互1，坂元）
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28二　Argynmis paphia　＿geishaJiemming　ミドリヒョウモン

粟野岳温泉（383：Ⅷ．12，坂根）（18：Ⅶ．13，福田　標本所有者：稲村）

29．Fabriclana adippe paHescens Butler　ウラギンヒョウモン

（28右目皿．11，稲村）（1♀．：Ⅶ．11，吉倉）（1谷：Ⅶ．13，稲村）（13：lⅢ・

13，坂元）（18；Ⅶ．14．坂元）。（1谷：Ⅶ．15，坂元）栗野岳温泉（2♀♀：Ⅶ．

15，坂根）○オカトラノオ等で吸蜜して？た○他にも多数を目撃した0

30．Fabriciana nerippe C・戸t R．Felder　ォォウラギンヒョウモン

（18：Ⅶ．9，坂元）（1♀：Ⅶ．12，稲村）（1♀：Ⅷ．15，坂元）

31．ArgyreuS hyperbius Linn苧eqS　ツマクロヒョウモン

（1♀：Ⅶ．9－　吉倉）（1．♀：甑．11，膏倉）（1♀：切．12．青倉）（18：Ⅶ．

15，吉倉）。多数目撃。粟野岳政上をはじめ，あらゆる所で見かけた。

32．IJadaga camiHa japOnica Menetnies　イチモンジチ甘ウ

粟野岳温泉～永谷（2谷二谷：Ⅶ∴15，吉倉）（3881♀：Ⅶ・15，坂元）（1♀：Ⅶ．

15，坂根）

33．Neptis ace・risintermedIa W．B．Pryer　コミスジ

粟野岳温泉（1♀：Ⅶ．11，吉倉）

3‾4．Araschnia burejana strigosa Butler　サカバチチョウ

ー　粟野岳温泉（18：Ⅶ．13，吉倉）粟野岳温泉～カシワ林（1♀：Ⅷ．11，坂元）（1

♀：Ⅶ．12，坂元）Cl♀；Ⅶ．14，坂元）（181♀：Ⅶ．15，坂元）Ll♀：lu．

12，稲村J Cl♀：Ⅶ．13．稲村）

35．Vanessa inGica　王ierbst　　了カタテハ

粟野岳温泉（18：Ⅶ．12，吉倉〕　カシワ林（18：Ⅶ．14，稲村）

36．Cyrestis tnyodamas rr旭bella FruhstOrfer　ィシガケチaウ

粟野岳温泉（1♀：1Ⅱ．11，稲村）（3♀♀：Ⅶ．。12，吉倉〕栗野岳温泉～カシワ林

（1♀：1つ1．11，坂根）。この他に坂元君によカ7頭採集されている。

Ⅶ・SAT㌣㌣日日⊃AE　ジャノメチョウ科

37．Ybthima rnotschulskyi Bremer et Grey　ウラナミジャノメ

粟野岳温泉（181♀：Ⅶ．10，吉倉）Cl♀：Ⅶ．11，吉倉）（18：Ⅶ．14，歳根）

38．Leth－e diana Butler　クロヒカグ

、栗野岳温泉～カシワ林（1♀：u．11，坂元）（1容：甑．15，坂元）（18：Ⅶ．15，

青倉）

39．Neope goschkevltSChli MenetrleS　キマダラビカゲ

粟野岳温泉～カシワ林（大口テレビ電波中継所）〔1頭；Ⅷ．9，吉倉）　栗野岳温泉（18：

Ⅶ．10，楠元　標本所有者：吉倉）・粟野岳温泉～永谷（ヱ谷：Ⅷ．15，坂根）
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（農学部1年）

一　GHB会結成のお報らせ

我々鹿児島大学生研OI3の方々には，卒業後も，専門家として，

あるいはアマチュアとして　生物研究を続けて居られる方がたくさ

んあクますが，そのようを人達と連絡を絶ヤ盲をいために，生研の

OB会を結成してはどうかという話力i　医学部の鮫島利両氏や，当

時日969年）農学部大学院におられ午，大我段輔民らによ少出

今年し1970年ノ3月発会致しました。

末布．会則．会受その他は決ってりませんカも　ある程度会員が集

まウ次第版次決定致したいと思います。OBの方々の入会をお願い

致します。

連絡先：鹿児島市堀江町15の1軍892

Tel．㊨1057

鮫島利敵氏宅
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稟好古夏期合竃　甲虫遺採集報告

坂　元　幸　一

1969年，7月9日より15日までの6日間，粟野岳温泉に去当ハての合宿が行なわれた。あい

にくの雨で思うように採集できなかったこと，また自分が甲虫を今年から本格的に採り始めたため，

採集品はまことに微塵に等しいものだったが，いちおう紙面をお借りして報告しておきたいと思う。

標本はすべて筆者（坂元）が保管しており，探知ま坂元幸一，坂根仲樹，福田孝一，吉倉成治で主

に行なった。記録中の1969年は省略する。

なお，同定の際に御援助していただいた方々，鹿児島昆虫同好会の竹村芳夫氏，成見郡総氏，お

よび麓児島大学農学部農学科害虫学教室の損原寛氏，田中康司氏，大我俊輔氏に深く感謝いたしま

す。

Carabo5dea　オサムシ主科

いわゆるへッピリムシの類だが，てっとり早い方法として温泉より下1～2K皿から上の方，カシ

ワ林まで下水を歩行しそがら見てみた。桔某の下，あるレつほ泥の中にオオオサムシ，ヒメオサムシ，

アトワフォ＝rミムシ，フタホシスジノくネゴミムシ，オオヨツがシゴミムシ，ニッポンヨツポシゴミ

ムシ，それに我が待望の1つであるセ7カオサムシも下水で得た。むらん下水には水は流れていな

い。壁告必死作のぼろうとしていた。このセ7カオサムシはカシワ林の下水で採集したが，後日

（8月16日）になってこの付近でまたユ頭採集（坂元）されていることによタ，ひJウとしたら

trapでかかるのではなわかと思貧。．

他の昆虫を追って山道を往来すると，足元よカニワハンミョウがふいに飛びたつ。小銭．Bea－

tlngが不晴れのため心配していたズーも結構ゴミムシもはレつってくる。ルリヒラタゴミムシ，オオ

アオモリビラクゴミムシ，キアシツヤヒラタゴミムシ等の樹接の連中が主である。夜間採集ではこ

れらむ嵐凄むゴミムシのほかにべ一ご′ホソ7トキリゴミムシ，‘アオグロヒラメゴミムシ等も飛来，

それにヒメゲンゴロウも飛来した。また，この夜間採集の時だがクビポソゴミムシが，光に集まる

蟻を捕食する場面にもありつけた。

TrapCわな〕‥・＝小生の場合，黒砂糖：焼酎＝3：且の割合で混合したものを用いたところオ

オオサムシ，ヒメオサム巧lクビポソゴミムシ，オオホソクビゴミムシ，アトワアオゴミムシ等が

おちこんでいた。残念なるかをセ7カオサムシ旺任Vlらず。

OCicindeliqae　ハンミョウ科

1．CICindela japana A40tSC五山日永y＝ワハンミョウ

（2eX苛．1悪・ヱヱ　坂元；ヱeX．Ⅷ．ヱユ・坂滞り
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oCarabidae　オサムシ科

1．1五micarabus tuberculosus Dejean et Boi・Sduval セ7カオサムシ

Cl♀　Ⅶ．14　坂元；カシワ林の下水にて）

2．ApotOmOPteruS dehaanii Cllaudolr　オオオサムシ

（2♀早　Ⅶ．11，131♀lu．14　坂元）

3．Apotomopterus japonicLuS・Motschulsky　ヒメオサムシ

（18　Ⅶ．12，1♀　Ⅶ．11，1♀　Ⅶ．14，1♀1梨∴15－　坂元；1♀　Ⅶ．

13　坂根）

○且arpalidae　ゴミムシ科

1．Synuchus caIlitheres Bates　キアシツヤヒラタゴミムシ

（l eX．Ⅷ．11，4eXS．Ⅶ．12，1eX．Ⅶ．13　坂元）

2．Agonum chdlcomum Bates　ァオク。ヒラタゴミム’シ

（l eX．Ⅶ．12　坂元）

3．ColpoGeS buchananl Hope　ォォァオモリヒラメゴミムシ

（2eXS．W．11，leX．切．12，2eXS．Ⅶ．13，rleX．Ⅶ．14　坂元）

4．．Dicranoncus ferpl・alis Cheudoir　ルリヒラタゴミムシ

（l eX．Ⅷ．9　坂元）

5．ChlaenluS Vlrgulifer Chaudolr　アトワフォゴミムシ

（181♀　切．12　坂元）

6・Dischissus mtrandus Bates　ォォコツポッゴミムシ

CleX．Ⅶ．且5　坂元ブ

7．DISChlSSuSiaponlCuS Andrewes　ニッポンコソボシゴミムソ

（i eX．切．12　坂元）

8．Drornius batesI Habu　べ－ツホソ7トキユリゴミムシ

（ヱeX．Ⅷ．13　坂元ノ

9．Planctes punctlCepS　血QreWeS　フクホシスジバネゴミムシ

し　2eXS．lE．11，．2eXS．H．15　坂元ノ

〇三i工・aC丘liniClae　ホソクビゴミムシ科

1．Ga互erltella jdpOnlCalBates　クビポノゴミムシ

（1．eX．＿l茸▼．12，1eX．咽．14　坂元）

2．BracnlnuS SCOtOmedesI5al：eS　オオホソクビゴミムシ

（3eXS．Ⅶ．且1・坂元）

ObytlSCluae　ゲンブローウ科

1．j憩lantuS puユVerOStlS Stephens　ヒメゲンゴロウ

Cl蝦Ⅹ－．Ⅶ．il　坂元）
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HycはOphi oldea　ガムシ主科

この主利では燈火採集で禍たガムシ科2梅のみを記載するム

○王甘drC′phlliClae　ガムシ科

1．CercyoniaminatuS Sharp　ウスモンケシ・ガムi／

（l eX．Ⅶ．11　坂元〕

2．Berosus　宣ewisius Shi、rp　トゲバゴマフガムシ

（1eX．柚．11‾　坂元）‘

Histepoidea　エンマムシ王制

路傍の年輩でヤマトェンマムシを3頭採集する。

oHisteridae　ェンマムシ科

1．塙ster japonicus Marseul　ヤマトエンマムシ

（3exS．Ⅶ．11　坂元）

〇七aphyHnoidea　バネカクシ主科

路上のシマヘビの死体（死後2，3日）に群がるヨツポシモンシテムシ哲多凱そ笹にバネカク

シ等を見つけたが，すでに自動車了で押しつぶされた侶伽；多かった。コツギシテアナデムシはカ

ン∵ノメの食い残しむtrapにもおちこんていた。

OSllphidae　シテムシ科

1．Nicrophorus quadripunctatus Kraatz　コツポシモンシテムシ

（leX．Ⅶ．9　その他多数自観　へどの死体よカ；1eX．Ⅶ．11　カン∵ノメのわな

坂元）

OStaphyllmldae　バネカクシ科

1．Stapfly旦InuS maXiHosus Linne　オオバネカクシ

（leX．Ⅷ．11　坂元）

2．Philonthus mdCleS Sharp　マルコガシラバネカクシ・T

C2exs．Ⅶ．12　坂元）

乙capabaeoidea　コガネムシ主科

Black－llgbtの青白い光と40Wの電球の光との混合された不思議な光が息をひきつける

という。プ～ンガタンと大きを昔をたててやってくるむ吐ミヤマクワガタ。かと思うと地面を静か

にはつてくるものもいる。♀が多い。容の頭部両側に突き出た耳状突起は個体差があっておもしろ

いと思う。この他にもノコギリクワガタ，コクワガタ，ヒラタクワガタ，スジクワガタ等も飛来。

下水やBeatlngでスジクワガタ，ノコギリクワガタを裾る。

カブトムシがやって来た。幼い頃ユタ親しんできた虫である。とにかく数の多くて凶つたもむが
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ヒメスジコガネでその数は住かカ知れない。クケムラスジコガネが混ざっていないかと旅してみた

がむだてあった。普通¢∴コガネムシ，それにナガチャコガネ，サクラコガネ　セマダラコガネ，ク

リイロコガネ，ヒゲナガクロコガネ，オオカンショコガネ，クロコガネ，ヒメ古口ウドコガネ，コ

イチャコカネ等が集まってきた。下水を見てゆくとク圭ガ右オオカンシ苫コガネか下水ゐ壁に
・Il．一i

ぴったりとくっついて止まっているのを見受ける。また，マメコガネが路傍の應木わ巽を云リ‾バウ

食っていた。すごい数で挙る。

7カメガツワ¢）花あるいは，その他の花をゆさぶるとコアオハナムクリ，アオハナムクリ∴守‘ラ

バナムグリ等がネットの中に落ちてくる。オオトラフコガネは残念をことに採集で吾をかっ’た。

食蛮性コガネムシ，通称クソムシの方は連日の雨で茸が流れて採無しにくかったが∴如酎玩料

畜舎内の鶉牧草地内の糞でダイコクコ、ガも　センチコガネを踪亀こむセシチコカネ伝へどの死
‘r、

．、体にも来ていた○またオオマグソコガネー　ツノコガネ・、カ、ドてルエンマコガネ，ヌバクママグソコ

ガネTも1つの卿こたくさんたかってい牢。袖，クソ享シ採集の臨いろいろとお世話になった

牧場の方々には深く感謝いたします。

夜間採集の際に飛来したものにダイヲクマガネ，。セスジカクマグソコガネ，コプマルエソマノコガ

ネ等があ少．数多いセスジカクマグソコカネの中にコセスジカクマグソコガネも混ざっていたニー期

待のミヤマダイ＝クコガネが認匹なかったことがすごく残念．／

ま抱，動物の屍骨に集まるというオオコブスジコガネも燈火採集で祷られたことも記してかく。

oLucanidae　クワガタムシ科

1．hcanus macullfem）ratuS Motschulsky　ミヤマクワガタ

し3古谷2♀♀　Ⅶ・9，4古谷8♀♀　Ⅶ．11坂元〕

2．ProsopocoiIusincllrlatuS：Motschulsky　ノコギリクワガタ

〔1♀　Ⅶ．9，2古谷1♀　切．11　坂元）

3．ヱ止acrodorcと▲S reCtuS Motschulsky　コクワガタ

Ll♀　Ⅶ．11，1♀　11．13　坂元）

4．Macrodorcas rectus Motschulsky　スジクワガ盲

Cl♀　Ⅶ・9，18　軋、・リ，1♀〕町．112，二l♀1Ⅱ・13　坂元・‘

182♀　Ⅶ・14　坂元；1♀　Ⅶ・14、吉倉ノ

5・Dorcus titanus Bois中VaI　ヒラタクワガタ

〔1単　相．11　坂元）

oTrogidae　コブスジコガネ科

1．Trox obscurus Waterhouse　オオコブスジコガネ

Cl eX．Ⅶ．10　坂元；燈火にて〕

UGeotrupldae　センチコガネ科

1．GeotrupeslileVistriatus　瓦40tSCllulsky　センチコガネ

（1♀　Ⅶ．9　ヘビの死体よお1谷　Ⅶ．11牛糞より　坂元）

－97－



oScarabaeidae　コガネムシ科

1．Copris ochus Motschulsky　タイコクコガネ

（7884♀♀　Ⅶ．11，3883♀♀　Ⅶ・13　坂元）

2．Liatongus phanaeoideS Westwood　ッノコガネ

（18　Ⅶ．10，1♀　Ⅶ．11，1谷　Ⅷ・13　坂元）

3．はlthophagus atripennis WaterhouSe　コブマルエンマコガネ

（18　Ⅶ．9　坂元j

4．0mthophagusIenzii Harold　カドマルエソマコカネ

（3eXS．豆．11その他多放目撃　坂元）

5．Aphodius haroldianus Balthasar　オオマグソコガネ

（11古谷11♀♀　Ⅶ・10　その他多数目撃　坂元）

6．Aphodius nigerrimuslもraterhOuSe　ヌバクママグソコガネ　7

（ZeXS．Ⅶ，10　坂元）

7．RhyparuS aZurnai Nakane　セスジカクマグソコガネ

（7eXS．Ⅶ．12　その他多数採集日毎　坂元）

a Rhyparus arrnmlanuS Nakane　コセスジカクマグソコガネ

CleX’．用．12　坂元）

9．Maladera orientalis Motschulsky　とメビロウドコガネ

Cl eX．W．11：坂元）

lO．Obhthalmoserica sp．

（2eXS．Ⅶ．9　その他多数採集目撃　坂元）

11．Apogonia maJOr Waterhouse　ォォカンシ′ココガネ

（2eXS．Ⅶ．11　坂元J

12．Neodontocnerrn castanea’Warerhouse　クリイロコガネ

Cl eX．Ⅶ．13　坂元）

13．Lachnosterna kiotoneIISis　33reriske’iロコガネ

（3♀♀　Ⅶ∴11，181宰　相．15　坂元ノ

14．I王exataenluS prOtenSIS FairInalre　ヒグナガクロコガネ

Ll♀l止．12　坂元）

15．壬kptophyl】a plCea Motsc上‘1ulsky　ナカチャコガネ

し1eX・．Ⅶ．13　坂元）

16．AHomyrinzl dicLlOtOma Linne　カブトムシ

（1♀　甑．11　坂元）

17．Popillia japonica NeⅧ1ann　マメコガネ

（2exs．洩．9，エeXこ、．Ⅷ．10　その他多数目撃　坂元）
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18．Adoretus tenuimaculatu寧　Waterhouse　コイチャコガネ

Cl eX．Ⅶ．11　坂元）

19．：MimeIa splendens GyHen血a　　コガネムゾ

（2exs・lK・11，ユe耳「Ⅶ・12　坂元）

20．」Mimela flavilabris WaterhouSe　ヒメスジコガネ

CleX．Ⅶ．11，2eXs．Ⅶ．15　その他多数目撃　坂元）

21．Anqnala daimiana Haro】d　サクラコガネ

（1eX．Ⅶ．12，1eX．Ⅶ．13　その他多数目撃　坂元）

22．BlltOpertha orleIltalis Waterhouse　セマダラコガネ

（2eXS．Ⅶ．12　その他多数採集目撃　坂元）

23．Getonia roelofsiIもrold　7オハナムグリ

LI eX．Ⅶ．15　坂元J

24．0XyCetOnla jucunda Faldermann　コ了オハナムクリ

（2eXS．雌．11，2eXS．Ⅶ．12，1eX．Ⅶ．14，leX．Ⅶ．15　坂元〕

25．Tricnius japonlCuSJanSOn　トラハナム37rリ

（l eX．Ⅶ．12　坂元J

Elatepe－dea　コメッキムシ主科

アカメカシワの花やカシワの木をBeating Lてサビキコリ，オオツヤバグコメッキ，クシ′コメ

ッキ，クロツヤバグコメツ＿キそ平にコキマダラコメッキ，メス7ヵキマダラコメッキ等を採集する。

夜間採集においてサビキコリ，ヒグコメッキおよびムナがソコメッキの魂クシコメッキの類が多

数飛来した。

oElateriqae　　コメッキムシ科

1．Agrypnus binodulus MotshuIsky　サビキコリ

（2exs．Ⅶ．11，2eXS．Ⅶ．12　坂元j

2．Pectocera fortunei Candeze　ヒグコメッキ

（18　億・9　坂元；1♀，lJ五・12　坂根）．

3．MeIanoxanthus verslpeHis Lewis　メスアカキマダラコ！ツキ

（ヱ♀　Ⅶ．ユ1　二奴元フ

4．Melanoxanthus ornatus LewiS　コキマダラコメッキ

（3eXS．Ⅶ．11　坂載り

5．Melanotuslegatus Candeze　クツコメッキ

（l eX．硯．9・坂元J

6・PseudathOuS SeCeSSuS Cande2号　クロツヤハダコメッキ

CleX．Ⅶ．13　坂元）
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7．Stenagostus unlbratlliS LewIS　オオツヤバグコメッキ

CleX．Ⅶ．9，2exs．1コ．13，1eh．Ⅶ．14　坂元）

8．］旭elanotus sp．

（leX．Ⅶ．11，1eX．Ⅷ．13，1eX．相．14　坂元；

l eX．Ⅷ．11　坂根）

9．Agriotes sp．

（2exs．Ⅶ．9　坂元；2eXS．Ⅷ．11坂根）

CantharOHdea　ホタル主科

ohcidae　べニポタル科

1．Mesolycus atrorufus KleSenWetter

（l eX．Ⅷ．12　坂元）

ホソベニポ．クル

Cucu o高ea’ヒラタムシ主科

カシフ林の中に生えていたキノコC種名わからず）にもぐタこんで食事をしている了カマダラケ

シキスィ，クロモンカクケツキスイを採集。Beatlngでマダラホソカタムシ，夜間に光へ集まる

オオフクホシテントク，テユ′トウムシ，ウノモンテントウそれ誰：ドウイロムクグケシキスイを採集

した0

0Nltiqu王idae　ケシキスイ科

1．Aetnina aenelpennis Reltter．ドウイロムクグケシキス1

（leX．も．封．11　坂元）

2．PocadiusIIOblllS Reitter　クロモノカクケツキスイ

（多数採集11．9　坂元）

3．LasiOdactylus pictus Macleay　7カマLダラケシキスイ

（l eX．撒．9　坂元）

oCalydiiclae　ホソカタムシ科

1．TrachyphOllS Varle．gata Sharp　マダラホソカタムシ

CleX．拙．12　坂元）

OCつCClneHldae　テ／トウムシ科

1．Lerr瓜la biplaglata Swdrtz　オオフグホシテントウ

（2eXS．祖．9，2eXS．用．10，1eX．Ⅶ．13　坂元J

2．AIlatis haIonlS LewIS　　ワンモンテントウ

CleX．Ⅷ．10　坂元ノ

3．王旭rmOnla aXyrlCllS Pallasム　チン▼ト‘ゥムレ

（leX．Ⅶ．9　坂元）
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Tenebpio摘ea　ゴミムシダマシ主科

路接の木の切り株ではコマルキマワリ，・♯‥マワリ，クロナガキマワリ等が歩きまわっているし下

水のゴミの中にはスジコガシラゴミムシグマシがもぐっている。アカメガシワの花には，ハムシダ

アシ・キイロクチキムシ・ツヤバネヒメクチキムシ，クリイロク亨キムシ等がおとずれていち夜

勘，燈火にもさまざ首を虫が集まク，アオカミキリモドキ，キバネカミキリモド寺，ムナグロホノ

アリモドキ，そむ他の甲虫が飛来する。

PLagrlidae　ハムゾダ尋シ科

1．Lagrid rligricoHisIhpe　ハムシダマシ

（l eX．Ⅶ．11，1eX．Ⅶ．13　坂元）

OTenebrl0nldae　ゴミ’ムシグマシ科

1．Tdrpela sp．

（l eX．Ⅶ．10：坂元）

2．Plesiophthalmus nigrocyaneus Motschulsky　キマワ・リ

（leX．Ⅶ．11，2eXS．Ⅷ．1子＼坂元）

3・Strongylium nlPOnicum LewisLクロナアキマ？rリ

（l eX．Ⅷ．9　坂元）

4．EllXOta curva Marseul　コマルキマワリ

（leX．Ⅷ．12　坂元）

5．I迦terOtarSuS Carinula．Mbrseul　スジコガシテゴミムシグマシ

（l eX．Ⅷ．12　坂元J

oAHeculldae　クチキムシ科

1．BorborestI】eS zICICularlS MZLrSeul　クリイロクチキムシ

（leX．Ⅶ．9，1ex．Ⅶ．11，且eX．Ⅶ．13　坂元）

2．Hymenalia urllCOlor NAkane　ツヤバネヒメクチキムシ

（leX．Ⅷ．9　坂元；leX．Ⅶ．11　坂根）

3．CtenlOpinus hyporlta juarseuI　キイロクチキムシ

（leX．Ⅷ．11，1eX．相．15　坂元）

00eqeIIler王Gae　　カミキリモドキ科

1．XanthochrozI Waterhousei　臨rold　ァォヵミキリモドキ

（3eXS′l甘．11　坂元）

2．XantIOchroa HJtelpennis Marseul＿　キバネカミキリモドキ

（l eX．Ⅷ．9　坂元）

OAnthicldae　　了リモドキ科

1．ArlthlCuS COhaerusILe☆is　ムナグロホノアyモドキ

Cl eX．Ⅷ．12　二坂元）
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ChrysomS寸oidea　ハムシ主科

7カメガシワの花は清掃時だったけれど雨で花の落ちてしまったもむが多かった。ハナカミキリ

の逼，そ山地の甲虫の重票を憩の場面である。ネットに花こと入れてゆさぶるとヨツスジバナカミ

キリ，オオヨツスジバナカミキリ，クスベニカミキリ，ヤツメカミキリ，ヒメリンゴカミキリ，ダ

イセンカミキリ，シラホシカミキリ等が中にポメポタと心地よく落ちてくる。杉林の中の潅木より

Beatlngでイクヤカミキリ，モミジの木よりゴマダラカミキリを碍た。あたりの茸，潅木を

Sweepillg，BeatingLてゆくとコマルノミハムシ，イモサルハムシ，ヤマイモハムシ，ア

カガネサルハムツ，リンゴコフキハムシ，・七つ「カケブカサルハムシ，マダラカサハラソ、ムシが碍ら

れる。

燈火採集ではビロウドカミキリ，ノコギリカミキリ，ホソカミキリ，クロカ　車刃，ヒグナガカ

ミキリ，了トモンマルケツカミキリ等が飛来した。

Beatingをもっと徹底的にやればハムシ主科の虫はまだ多くの棲類が採れると′思う。

oCerambycIGae　　カミキリムシ科

1．Prio！ltlSinsularis Motscnulsky　ノコギリカミキリ

C4eXS．Ⅷ一11坂元）

2．SpondyllS t・upreStOides Linne　クロカミキt）

（1eX．憶．10，3eXS．Ⅶ．13　坂元）

3．DIStenla graClllS Biesslg　ホソカミキリ

CleX．Ⅶ．12　坂元）

4．Leptura ochraceOfascitil M0TsCnuls紘y－A・ヨ’i／スジバナカ・ミキむ

Cl♀11．9，181Ⅶ．12，18　1lu．14・坂元）

5．1血crolep甘ura regalis Bates　ォォヨツスジバナカミキリ

（1eX．Ⅷ．9，1eX．ⅥL13　坂元）

6．Pyrestes haematicus Pascoe　クスベニカミキリ

〔l eX．切．12　坂元）

7．AnOplophora malasiacd Tnomson　ゴマタラカミキリ

Ll eX．Ⅶ．1こ，leX．Ⅶ．15　坂元）

8．MecynlppuS pllblCOr王11S　8ates　ィブヤカミキリ

CleX．ul．13　坂元J

9．MoflOCIlanluS granCllS Waterfouse　ヒグナガカミキ・リ

Cl♀　1′Ⅱ・11　坂元）

10．Acaiolepta frauQatrlX Bates　ビロウドカミキリ

Cl♀　Ⅶ．9　福田；1♀　1甘．7　坂元）

ヱ1．ExocentrusllneatuS Bates　了トモンマJL／ケシカミキリ

（l eX．Ⅷ．13　坂元ノ
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12．Eutetrapha ocelota Bates　ヤツメカミキリ

（l eX．lu．13　坂元）

13．Glenea relicta Pascoe　シラホシカミキリ

Cl谷　Ⅶ．10　坂元）

14．Pareutetrapha slrnulilnS Bates　ダイセンカミキリ・

（1♀　Ⅷ．14　坂元）

15．0berea mlXta Bates　ニセリンゴカミキリ、

（leX．Ⅶ．1ユ　吉倉；王eX．Ⅶ．13　坂根）

16．　0berea hebescerlS Bates　ヒメリン∵ブカミキリ

（1（、Ⅹ．Ⅶ．13　坂根）

oChrysomllldae　ハムシ科

1．Lenu honoratd Baly　ヤマイモハムシ

（1谷1♀　相．12　坂元）

2，Colasposorna daurlCum Mannerhelm　イモサルサムシ

ClSl♀　Ⅷ．14　吉倉〕

3．．Acrothinium gascflkevltChll h馳tschulsky　了カガネサルハムツ

（1eX．Ⅷ．11　坂元）

4．Dem3tina fascICulata Baly　マダラカサハラハムシ

（2eXS．憎．12　その他多数採集　坂元）

5．Lypesthes ater．Motschulsky　リンゴコフキハムシ

（leX．Ⅶ．10　坂元）

6．Lypesthes fulvus Baly　セ了ヵケブカサルハムシ

（leX．Ⅷ．1ユ　坂元；leX．Ⅷ．11坂根ノ

7．Exosoma flavivelltrlS MotschuIsky　キバラヒメハムシ

Cl eX．棚．9，1eX．1廿．1】L　坂元）

8．Nonarthra tlblale Jac（Jby　コマルノミハムシ

Llal♀1′Ⅱ．11　坂根）

Cupcution〇五dea　ゾウムシ主科

種々り広蛮樹や潅木をたたくと，ヒグナガオナシプミ，7オヒゲナガゾウムシ，了トモンヒョウ

タンゾワムシ，エグリクチプトゾウムツ，シロコプゾワムシ等が落ちてきた。下水には，オオゾウ

ムシ，ガロアアナアキノワムシ，シロコプゾウ＿ムシ，オオクチカクシ㌧′ウムシ等が壁にじっととま

っており，路傍の倒木忙ミツギリゾワムシがアンテナをたてて止まっている。

oAttelabiGae　　オトシブミ科

1．ParatrachelophorusIongicornis Roelofs　とグナガオトシブミ
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（三谷1？　相．13　坂元J

oBrenthidae　ミツギリン．ウムシ科

1．BaryrrllynC王1uS pOWerl Roelofs　さッギリゾウムシ

（1♀　Ⅷ．10　吉倉；1♀　Ⅶ．14　坂元）

oCurcuHonkねe　ゾウムシ科

1．Macrocorynus ndSO Sharp　ェクリクチブトゾウムシ

（leX．W．10；3eXs．Ⅶ．ll3・坂元）．L

2．Eurryllocerus gratlOSuS Sharp　ァォヒゲナガゾウムシ

（1谷1♀　Ⅶ．15　坂元〕

3．EplSOmuS turrltuS GyHe・nhal・ソT＝うブゾウムシ

（l eX．Ⅶ・10，1ex．Ⅶ．14　坂元）

4．加ystax satanus Nakane　了トモンヒョウタンゾウムシ

（3exs．1甘．10　その他多数採集　坂元、）

5．IBTlobius perforatus Roelofs　ガロフ∵アナアキノワムシ

（leX．Ⅶ．10　坂元）

6．Syrotelus septentrlOnalis Roelofs－　ォォクチカクシゾウムシ

（エeX．Ⅶ．9　坂元）

7．］砂poslpa】us glgaS Pabricius’ォォゾウムン

（l eX．Ⅶ．9，1eX．1堂．11，leX．Ⅶ．14　坂元）

以上116種をいちおうリストとして報告する。また，この他にも末同定聖′1、嚢虫が多数ある

けれども，後日同定むでき次第報告する予定である。

○　雑　　　感

採集方法虻一未熟芸を痛切に感じた。

伺といっても自分のBeatlng　ケ」まずさ，日の配ク不足がるけられよう。メマムシ（今回は1檀

採集で　すら　ゾウムシ，カミキリムシ，・ハムシ等はこれによってずっと多くの種美白が柑られる

と思う。また虫屋として巌も恥ヂベ締L整もしは．しぼ巨元の行動の中てらったことも兢岬たい。

大きな亘道ができた少，伐採などによタ栗野岳温泉一一㍍に只のすみかがなくなってきたことはと

てもさびしレ1かぎりです。

参考；原色昆虫大図鑑　Ⅲ　（甲虫富）〔北隆館〕
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碩球列島ゴミムシダマシ科採集目録

＿槙　原　　　寛

今回のリストは，1969年度の採集品及び1968年春の採集品を中条遺崇氏に固定していた

たき，作成したものである。1969年の採集日程は，天牛リストの所で述べたので省略するが，

1968年は3月24日～4月1日にかけての奄美大島での採集による。採集者を特に記さないも

のは，全て聾者む採集によるものである。

A　屋上久島

1．　UloIna kondoI N云kane

leX．4－5．Ⅵ．1969．宮之浦岳

2．Ceroprialn（】uTa Wlederrbnn　ナガニジゴミムシダマシ

2eXS．6－8．Ⅵ．1969．安居

3．Tetraphllluslunullger Marseul　こジゴミムシダマシ

2exs．30．Ⅴ－1．Ⅵ．ヱ969．安房

4．Obr10mala palpallS polpaloldes　鈍lkane

カラカネチビキ「7ワリモドキ

leX．6－8．Ⅵ．1969．安房

5．Tarpela brunnea nrunnea Marseul　イクビゴミムシグマツ

2eXS．2－4．Ⅵ．1969．小杉谷

2eXS．6－さ．Ⅵ．1969．安房

6．Pseudonautes purpurlVlttatuS・LMarseuI）　ルリスジキマワリモドキ

1eX．30．Ⅴ－1，Ⅵ．1969．安房

16eXS．b一也．Ⅵ．1969．安居・

7．Ples10phthalmus nlgrOCyanPuS Motscnulsky　キマワリ

3exs．6．Ⅵ．1969．尾之間

8．Strongyllum japanunl Marseul　シワナガキマワリ

leX．30・Y－1．Ⅵ・1969．安島K．KushlgeIf追Chlleg・

臨　トカラロ之島

1．0brlOmala palpalis palparoideS Nakarle，

カラカネチビキ了ワリモドキ

2eXS．26．Ⅵ－3．Ⅶ．1969

C　奄美大島
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1．DICraeOSIS CarinattjS CarlnatuS Geblen

オオクビカクシゴミムシダマシ

l eX．26．皿．1968・大勝

9eXS．26－28．曙．1969．西仲間

6eXS．3－5．Ⅷ．1969．西仲間

2．CeroprlalnCLutainGuta LWiedemann）　ナカニジゴミムシダマシ

2eXS．26－28．Ⅶ．1969．西仲陶

3．Ulorrn formosana Geblen

leX．25．瓜．1968．芦花部

l eX．27．g．1968．田検

4．Uloma excisa eXcISa Geblen　オオエプリゴミムシグマシ

l eX．26．耳．1968．大勝

5．Tetrapnyllus amamlenSIS Kaszab

leX．7．Ⅷ．1969．名瀬

6．Hemicera alteTnata mOdokai Nakane

3eXS．25．皿．1968．芦花部

7．IhmlCera fuklenSis Kaszab

l eX．26－28．Ⅶ．．1969．西仲間

8．0briomaia rufiuentrlS Kaszab

l eX．27．恩．1968．地検

2eXS．3－5．1盟．ヱ969．西仲間

9．Pseudonautes purpurlVlttaruS（Marseul）　ルリスジキマワリモドキ

15eXS．26－28．Ⅶ．1969．菌仲間

4eXS．3－5．1週．1969．由仲間

10．Tarpela sp．

13eXS．2S．甘．1968．八津野

む　　沖永良部島

1．DicrdeOsis carlniltuS Geと）len　オオクビカクシ＝rミムシダマシ

8eXS．31．Ⅶ－2．1Ⅲ．1963

2．Uloma excISa eXcISa Geblen　オオエグリJミムシダマシ

l eX．31．Ⅶ－2．相．1969

3．Aヱphitobius（llaperlnuS（Panzer）

2exs．31．Ⅶ－2．1且．1969

4．IBrpophloeus（Paraphloeus〕amamlenSIS j首aszab

l eX．31．Ⅷ－2．1協．1969
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E　　沖縄島

1．　DICraeOSis carinatus carinatus Gebien

オオクビカクシゴ　ミムシグマシ

8eXS．9－13．Ⅷ．1969．与郡

2．Tribollum（Tribollum）casl：aneurn（I亜rbst）　コクヌストモドキ

leX．7－10．Ⅳ．1969．首里

3．U10rrn eXCISa Geblen　オオエクリゴミムシダマシ

14eXS．9－13．Ⅶ．1969．与郵

4．Ulon亀　formosanb Geblen

leX．9－13．Ⅶ．1969．与郡

5．玉ypophloeus sp．

l eX．9－13．Ⅷ．1969．与郵

6．Stenis sp．

leX．9車－13．Ⅶ．1969．与郵

7．Tetraphyllus amamlenSIS Kaszab

5eXS．9－13．Ⅶ．1969．与郭

8．HemlCera fukiensis　施szab

12exs．9－13．Ⅷ．1969．・与郡

9．PhaecLIS（Pflaedis）helopioICieS OklnaWanuS Nakane

2eXS．7．V．1969．名護

10．0トrlOmaia semlVlO丑acea Nakane

leX．5－♭．押．1969．首里

leX．15．ね．1969．首里

11．0もrlOInaia ruflVentris　上Caszab

l eX．7．V．1969．名義

10exs．9－13．甑、1969．与郡

12．Pseuc．onautes purpurlVlttatuS（如arseul）

ノレリ．スジキ音ワリモドキ

l eX．9－13．Ⅵ止．1969．与部

13．EIixota sp．

l eX．9－13．拙．1969．与郡

ユ4．SlrongyllumII壇rSeu呈　LewIS　セスジナガキマワリ

leX．9－13．軸、1969．与郡

15．　sp．

1eX．9－13．Ⅷ．1969．与郵
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F　　宮古島

1．DICraeOSIS Carinatus cari！1atuS Geblen

オオクビカクツゴミムシダマシ

2eXS．17－23．Ⅷ．1969．平良

2．AlphitobluS dlaperinus（Panzer）　ガイマ1ゴ’ミムシダマシ

2eXS．17－23．Ⅶ．1969．平良

3．I宙pophloeus sp．

leX．17－23．Ⅷ．1969．平良

4．Hemicera minor PIC

3eXS．17－23．Ⅶ．1969．平良

G　伊良部島

1．DiaperislewisllnterSeCta Geblen　モンキゴミムシダマシ

15exs．21．Ⅷ．1969

日　石垣島

1．GoIlOcephalum coenosun Kaszab　ヤマトスナゴミムシグマシ

leX．11．Ⅳ．1969．ノくンナ岳

2．DicraeosIS CarlnatuS Carinatus Geblen

オオクビカクシゴミムシダマシ

2eXS．24．Ⅷ．1969．バユ′ナ岳

2exs．7－9．Ⅸ．1969．バンナ岳

3．Bradymerus clathratus Schaufuss

leX．24．Ⅷ．1969．バンナ岳

4．DiaperlSlewisl int．ersecta Geblen　モンキゴミムシダマシ

leX．24．∴甑．1969．ノくユ′ナ岳

3eXS．7－9．K．1969．バンナ岳

5．PlatycleIna StlbfaSCia（Walker）　ベニモンキノコゴミムシダマシ

2eXs．30．Ⅷ．1969．バンア岳

6．　BaSariuS fuさこuGal Nakan空

6exS．24．Ⅷ・1969．バンナ岳

7．Ulorr辺　eXCISa eXCISa Geblen　オオエクリゴミムシグマシ

leX．24．Ⅷ．ユ⊆「69．ノ1ユ／ナ岳

3eXS．7－9．K．1リ69．バンナ岳

8．Ulorm pollta WieGemanm

leX．24．Ⅶ．1969．バンナ岳

l eX．30．Ⅷ．1969．バンナ岳
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3eXS．7－9．K．1969．ノくンナ岳

9．壬かpopnIoeus sp．

leX．7－9．K．1969．．ミンナ岳

10．Iiypophl0eus sp．

l eX．1、V．1969．バンナ岳

l eX．24．Ⅷ．1969．パンナ岳

l eX．30．1祖．1969．パンナ岳

11．Menephllus arciscelis Maiseul　オオツヤホソゴ音ムシダマシ

4eXS．7－9．Ⅸ．1969．ノてこ／ナ岳

12．HemlCera pulchraIわpe

leX．29．押．1969．ノくンナ岳

7eXS．24．Ⅷ．1969．ノくユ／ナ岳

leX．30．欄．1969．パンナ岳

l eX．7－9．Ⅸ∴1969．バンナ岳

13．王もmicera mlnOr PIC

7eXS．30．Ⅳ．1969．バンナ岳

l eX．1．V．1969．バンナ岳

3eXS．30．Ⅷ．1969．バンナ岳

l eX．7－9．V．1969．バンナ岳

14．PlamluS yaeyamenS）S Nakane

8eXS．30．押．1969．バンナ岳

15．Obr10mala SemlVl0lacea Nakane

4eXS．30．Ⅳ．1969．バ：／ナ岳

16．Pseudonautes purpurlVlttatuS（Marseul）ルリスジキマワリモドキ

l eX．29．押．1969．パンナ岳

9eXS．30．1V．1969．ノくンナ岳

17．Carrps主omorpnaimperlaris（Falrmalr）

3eXs．24．Ⅷ．1969．バンナ岳

2eXs．30．Ⅶ．1969．バンナ岳

18．強lary卿uS CaHichroml1S FalI・mair

2eXS．7－9．Ⅸ．1969．パソナ岳

19．PIeslOphthalrnus fuscoaeneseens Falrmalr

leX．24．Ⅶ．1969．′くンナ岳

20．StrongyliuIl江也rSeuj kwis‾　セスジナガキマワリ

leX．1．V．1969．バンナ岳
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I　西表島

1．DiphyrrhyncliuSirlOmOtenSIS　別L T．Chujo

3exs．25．Ⅳ．1969．大富

2．Gonocephium coenosuml伝szab　ヤマトスナゴ子ムシダマシ

2eXS．14．押．1969・大富

l eX．26．押．1969．大富

3．MicrcpeditlS paHidlpe：1m王S LewIS　ホノハマベゴミムyダヤシ

l eX．25．Ⅳ．ユ969．大富

4．Dicraeosis carinatus chrlnatuS Geblen

オオクビカタシゴミムシグマシ

10eXS．31．1u－5．K．1969．白浜

5．DlaperlSlewISl intersecta Geblen　モンキゴミムシダマシ

ユeX．ユ5－2王．Ⅳ．1969．ゴザ岳

6．Platydema Subfascia（WaIker）　ベニモンキノコゴミムシダマシ

5eXS．31．1惣一5．K．1969．白浜

7．Ceropriaindutalnduta（WiecLemann）‾　ナガ土ジゴミムシグマシ

2eXS．31．Ⅷ丁5．Ⅸ．1969．白浜

乱　でagalus tokaranus Nakane　フトアラメゴミムツタ㌧7シ′　－

1eX．28．汀．ユ三「69．大富

9．UloIm eXCISa cxcisa Gebien　オオエク1「ゴミムシグマシ

1eX．24．押．1969．大富

l eX．3且．Ⅷ－5．Ⅸ．1969．白浜

10．Ulonna pOhta　押ledemann

2eXS．23．付．ユ969．大富

互eX．25．押．1969．大富

11．土iypophloeus sp．

7eXs．31．馳－5．Ⅸ・1969．白浜

12．王hcyalesthus exularlS Geblen

2eXS．31．Ⅷ－5．K．196ジ．白浜

13．．hemlCerd minor PIC

lO exs．12－14．Ⅳ．1969．大富

l eX．23．汀．1969．大富

12exs．31．uT5・K．1969．白浜

14．PhaecilS（PhaecLISj rnagnlPunCtatlis M．T．・Cbujo

且eX．3王．Ⅷ－5．Ⅸ．1969．白浜
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15．0brlOmala SemlVlOlacea Nbkane

4eXS．12．Ⅳ．1969．大富

l eX．31．1甘－5．Ⅸ．1969．白浜

16．Plamius yaeyamensiS Nikane

5exs．12．Ⅳ．1969・大富

2exs．15－21．Ⅳ．1969．ゴザ岳

1eX．24．押．コ「969．大富

17．PseuGOnauteS purpuriVittatus CMarseuI）　ルリスジキマワリモドキ
l　一こt＿′

2eXS．12．Ⅳ．1969．六二品

leX．24．Ⅳ．1969．大富

18．CampsiomorphaimPeriallS（Falrmair）

2exS．15－21．押．1969．ゴザ岳

19．血1ZlrygmuS calllChromus Fairmair

l eX．31．Ⅷ－5．Ⅸ．1969．白浜

20．加arygmus sp．
l eX．31．Ⅷ丁5．Ⅸ．1969．白浜

21．Plesioph享nalmus fuscoaenescens Fairmalr

3exs．15－2i．押．1969．ゴザ岳

l eX．24．押．1969．大富

22．Strongylium marseulI．ewis　セスジナカキマワリ

2exs．28．押．1969．大富

23．Alnu mdSumOtOi Nakane

leX．15－2王．押．1969．ゴザ岳

24．　Sp．

2eXS．31．粗－5．K．1969．白浜

J　与那国島

1．1jlCraeOSIS CarlriatuS CarlnatuS Gebl en

2exs．25－29．Ⅷ．1969．亀納

2．Platyqema SubIascla LWa王ker）　ベニモンキノコゴミムシグマシ

6eXS．25－29．1Ⅲ．1969，租納

3．IlypOphloeus sp．

7exs．25－29．粗．1969．租納

4．王立mlCeraI主llnOr Pic

l8eXS．25－29．Ⅷ．1969．租納

5．Phaedis（PhaeqlS）magnipunctatus M．T．Chuj0
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7eXS．25－29．1皿．1969．租納

6．plaedis sp

3eXS．25－29・Ⅷ．1969・租納

7　PIamius yaeyamensIS　加akane

3eXS．25－29・lⅢ．1969・租納

8　Pseudonau†es purpurlVlttatuS LMdrSeui）　ルリスノキアワリモドキ

l eX．25－29．Ⅷ．1969．奄1納

以上が，琉球列島で採集したゴミムンダマシ射甲虫であるが，こ由利むものは，かなクの成果が

上がったようである。リスト申．sp．を記したもりの中には，定つか新埠と思われ々飢1あ少，

近く中条遺崇氏より発表される予正である。今回は，このリストは予定に入れてなかったのである

が，急に入れる事になり，単なるリストに終ったのは残念であった。

最後に．同定していたたいた中条道崇氏に深く協議の意を表する。又，歓本整理に手数をわすら

わした生研ノンノく－の高徳　坂元両氏に悠謝する。

中条遥崇……英彦山九州大学農学部生物学研究所

＝＝編　集　後　記

LEBEN第8号が出てから4年後やっと第9号を出版出来る運びと

な少ました。これもLE】3EN魁やしてほならじと尽力された1969

年足Cap．の坂根仲済民の努力や，lCH）へ－ノもの原孝料をお寄せくだ

さった磁腺寛氏のおかげですG

理学部の平田先生．品学部書聖教室の損原寛氏，その他心良く寄和し

てくたさった部員，又編集にはし繍指導，魅力くたさった生研OB鮫島

利扁環に櫨讃します。し°

LEijEN　　　票9号

脆児島大学生物研究会会誌

発行日．1970年　り司

編　集：稲　村　芳　美

印　刷’明るレ1窓祉LTel・㊥2895・8335）

虎児島市上荒田町鹿児島大学学友会内
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